、 lll ■一一 

取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましよラ。 


DYN 口 
TCDYCD の CE 


®TOYOTA 
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t 車両仕様 
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イラスト目次 
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ホ：グレードなどで異なる装備やオプション装備 
^ :給;'由□は運転席側キャブを方にあ D ます。 
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イラスト目次 


か観（ルートバン) 
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ホ：グレードなどで異なる装備やオプション装備 
X :給;'由□は運転席側1」ヤタイヤ前方にあります。 











































イラスト目次 
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ホ：グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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イラスト目次 


ま巧（ルートバン) 
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イラスト目次 


インストルメントパネル 
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田 



ホ：グレードなどで異なる装備やオプション装備 
^:タコグラフ装着車は別添の取0扱い説明書を参照してください。 


21 













































































イラスト目次 


インストルメントパネル 



►オートエアコン装着車 



ITIPD014 


► マニュアルエアコン装着車^ 



00000000000 な OFF し 0。。41 



、I 

0~ 

爪 

cr 

rr 


L - マこユアルエアコン P . 170 

ITIPD017 
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知つておいていただをたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）、架装機器の取り扱い 
については、その商品に付属の取扱説明書をお読みください。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあ D ます。 


[違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U 外のちのを装着すると、違法改造 
になることびあ0ます。 

♦ま高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となった0、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでくださし、 SRS エアバッグ装着車は八ンド 
ルには SRS エアバッグび内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作 
動しなくなったり、誤ってふくらみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナット-ストップボルトの 
交換 

異なった種類や指定し U がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品•無線機などの取り付け、取りはずし 

電モ機器部品に悪影響をおよぼした0、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびあ〇を険です。 

♦フロントガラス、および運転席•助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
明フィルム）などを貼りつけないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、違法改造につなびるおそれびあ D ます。 
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[運転についてのごま意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を仏い、ま全運転をむびけてくださし、。 

酒気帯び運転は絶対しないで<ださい。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をちよおす薬を飲 
んだとをち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ1」一し U がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[車両 データの 記録に ついて 


お車には、車両の制御や操作に関するデータなどを記録するコンピューターび複 
数装備されており、主になのよラなデータを記録します。 

-エンジン回転数 
-アクセルの操作状況 
-ブレーキの操作状況 
-車速 

-シフトポジション（マニュアルトランスミッション車を除く） 

グレード•オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。なお、コ 
ンピューターは会話などの音声や映像は記録しません。 


• データの 取り扱いについて 


トヨタはコンピューターに記録されたデータを車両の故障診断' 研究開発' 品質 
の向上を目的に取得-利用することびあります。 

なお、なの場合を除を、トヨタは取得したデータを第=者へ開示または提供する 
ことはありません。 

-お車の使用者の同意（1」ース車は借をの同意）びある場合 
-警察-裁判所-政府機関などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-統計的な処理を行ラ目的で、使用ちや車両び特定されないよラに加工 
したデータを研究機関など I こ提供ずる場合 


2已 










[お子さまを乗せるときは 


おテさまを車内に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病や 
脱水症状にな0、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

また、おテさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけない事故により最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまのま全を確なするための注意事項や 
チヤイルドシート取り付け時のま意事項などをまとめた r チヤイルドシートの取 
り付け」（一 P . 101)をお読みください。 


[保証および点検について 


な証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務づけられています） 

曰常点検で異常びあったり、車の調子び悪かった0したとをは、トヨタ販売店に 
ご相談ください。 

車には各種のコンピュータび搭載されており、相互に複雑な制御を行っていま 
す。そのため、不調部位とは関係びないよラに思われる箇所に問題び発生してい 
ることびあります。その場合には、特殊ツールで車を診断する必要びあるため 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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本書の中の表示について 


警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命の危険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするためおずお読みください。 


心ち 意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確なでさない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作ち法の説明しツ外で巧っておいていただをたいこと、巧っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください""このよ5なこと 
を起こさないでください"といラ意はを表しています。 

操作を示ず矢印 

亡> スイッチなどの操作（押す、まわすなど) 
を术しています D 

〇操作後の作動（フタが開くなど）を示して 
います。 
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1-1 .キーの取り扱い 

キー . 

1-2. ドアの開閉のしかた、 
□ツクのしかた 
ワイヤレスリモコン ...... 

ドア（フ□ントドア、 

リャドァ） . 
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スライドドア . 

1-3. シート、八ンドル、 

5ラーの調整のしかた 

フ□ントシート 
I 」ャシート ........ 

へツ ドレスト…. 
シートベルト.… 

八ンドル . 

イン ナー S ラー 
アウター S ラー 


1-4. ドアガラス、ゲート、ツール 
ボックスの開け方、閉め方 


パヮーウィンドウ . 67 
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ゲートの開けち 

(荷台装着車） . 70 

ツール ボックス . 74 

1- 己.燃料補給のしかた 
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ディーゼル串） . 75 
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-1 .キーの取り扱い 


お客様へじ(下のキーをお渡ししまず。 

► エンジンイモビライヴーシステム非装着車 

n キー 
□ スペア キー 

仕様によ0、スペアキーび2枚あ 
る車両びあ0ます。 

曰キーナンバープレート 



エンジンイモビライヴーシステム装着車 

ロマスターキー (黒色) 



2枚あります。 

0サブキー（灰色） 

曰キーナンバープレート 


ITI11L001 





































-1. キーの 取 0 扱い 


白知識 — 

■エンジンイモビライザーシステム装着車は 

マスターキー（黒色）を紛失すると、キーの作製にコンピューターの交換び必 
要となるため、紛失しないよラにま意してください。 

■キーの構成について 

車の仕なにより、ここで説明している内容とキーの枚数-組み合わせび異なる 
場合びあります。 

■キー ナン バープレート 

車内し U がのま全な場所（財布の中など）に保管して<ださい。万ーキーを紛失 
した場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でをます。 

(一 P' 314 ) 


イ\ ま意 

■キーの 故障を防ぐために 

キーに衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、濡らした 
りしないでくださし、。 

■エンジン イモビライザーシステム装着車は 

♦キーを 磁気のあるちのに近付けたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
付けたりしないでください。 

♦キーを 超音波洗を機などで洗をしないで < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレス U モコン* 


ドアを施綻-解錠できまず。 


►キーホルター式 U モコン 



n 全ドア X ’解錠 
0全ドア X ’施錠 


►ベルト装着式リモコン 

施錠/解錠 



ITI12D002 


※ルートバンのバックドアを除く 


メインスイッチ（ベルト装着式リモコン) 



ON/OFF 

スイツチを ON にすると約已秒後に施 
錠されます。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 














































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


白知識 

■作動を件について 

•ワイヤレス U モコンは、周囲の状況により作動可能距離びかわることびあり 
ます。 

確実に作動させるためには、キーホルダー式1」モコンは約 2 m 、 ベルト装着 
式 U モコンは約1 m までキャブに近付いて操作してください。 

♦ベルト装着式リモコンは、手に持って操作すると作動可能距離び短くなるこ 
とびあるため、必ず腰につけて操作してください。 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

Li (下のよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近くにテレビ塔や発電所-放送局-空港など強い電波を発生する設備、電波 
式のオーディオ機器など電波を発生する電モ機器-大型ディスプレイびある 
とさ 

♦無線機や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯していると 
を 

♦複数のワイヤレス U モコンび近くにあるとを 

♦ワイヤレス U モコンび金属製のものに接したり、覆われているとを 

♦近くで電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 

♦ワイヤレス1」モコンをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 

■電池の消耗について 

電池の標準的な寿命は1〜2年です（ワイヤレス機能を使用しなくても電池は 
消耗します)。ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能性 
びあります。電池び弱ったら新しい電池に交換してください。（一 P . 2日日） 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ 解錠操作のセキュリティ機能 

►キーホルダー式リモコン 

解錯操作後、ドアを開けなかったとさは、盗難防止のため、約3 0砂後に自動的 
に施錠されます。（フ□ントドアやスライドドアを開けるとこの機能は解除され 
ますび、ダブルキャブまの U ヤドアやルートバンのバックドアのみの開閉では 
解除されません） 

►ベルト装着式リモコン 

解錯操作後、盗難防止のため、約已秒後に自動的に施錠されます。 

■電池び切れたとさは 

一 P . 266 

■ワイヤレス U モコンアンテナについて 

助手席側にあります。アンテナは格納することびできます。ワイヤレス機能を 
使用するときは、いっぱいまで引を出して使用してください。 

■航空機に柔るときは 

航空機にワイヤレス U モコンを持ち込む場合は、航空機内でワイヤレス1」モコ 
ンのスイッチを押さないでください。また、かばんなどにな管する場合でも、簡 
単にスイッチび押されないよラに保管してください。スイッチび押されると電 
波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A ま意 

■メイン スイッチについて（ベルト装着式リモコン） 

電池の寿命に影響をおよぼすおそれびあるため、車両を長時間使用しないとを 
や U モコンを紛失したとさは、スイッチを OFF にしてください。 

■ワイヤレス リモコンの故障を防ぐために 

♦ワイヤレス U モコンに衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらし 
た0、めらしたりしないでください。 

♦ワイヤレス 1」モコンを磁気のあるちのに近づけたり、電磁波を適断するちのを 
キー表面に貼りつけた D しないで<ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア（フ□ントドア、 U ヤドア*) 


ワイヤレス機能*、キ ー 、□ックボタンを使って施錠•解錠できまず。 


□ ドア施錠 ’X 
□ ドア解錠 ’X 


解錠（ルートバンのバックドアを除く） 

n 解綻 
0施錠 


ITI12D005 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


■ワイヤレス機能 

斗. 32 

■ キー 



■ □ックボタン 




3已 
































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


(キーを使わずに外側か5フ□ントドアを砲綻ずるときは 

Ifci 別 1 1 □ ックボタンを施錠側にずる 
laim ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はし U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いもよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 シートベルトを必ず使巧する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ ドアを開閉ずるとさは 

傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予期 
せめ動をにも巧応でをるよ5、ドア八ンドルを確実にな持してドアを開閉して 
<ださい。 


3巨 











1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

パックドア* 


バックドアは巧の方法で施錠-解綻および開けることびできまず。 
■バックドアの施錠•解錠 

n 施錠 
0解綻 


n 施錠 
0解綻 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


►キー 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■が側か5開くとさは 

□ 運転席側ドアを開ける 
□ 助手席側ドアを開ける 
レノ（一を手前に弓 I いて開けます。 


■内側か5開<とさは 




□ 運転席側ドアを開ける 

ノブを引をます。 

曰目 力 手 席 側 ドアを開ける 
レバーを外側に倒して開けます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


曰知識 


I バックドアを閉めるとさは 



D 助手席側ドアを閉める 

旦助手席側ドアを閉めた状態で運転席側ド 
アを閉める 


■バックドアの開きを制限ずるには 



固定棒をゴムフックからはずす 



ドアのレール部の切れ目にはめ込む 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■バックドアを開けた状態で固定ずるには 

ドア内側のゴムバンドのツメを固定フック 
からはずす 



ま体下部のフックに固定する 


■キーを使わずに施錠ずるには 

助手席側ドアを閉め、□ックボタンを施錠状態にし、運転席側ドアの八ンドル 
を引を上げたままドアを閉めます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのにあたったり荷物び巧げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

♦走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。 

バックドアび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わ 
め事故につなびるおそれびありを険です。 

♦荷 室には絶対に人を乗せないで<ださい。 

急ブレーキをかけたとをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 

■お テさまを柔せているとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ D を険です。 

♦荷 室でお子さまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるときに手-頭-首などを挟んだりする 
おそれびあ0ます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り 
除いて<ださい。開閉のさまたげとなるおそれびあります。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲のま全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、安全を確認し動かすことを巧らせる r 声かけ」をしてください。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

ルックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあります。 

♦バック ドアを固定していない状態で使用 
すると、バックドアび急に閉じて重大な 
傷害を受けるおそれびあります。特に傾 
斜地では、平坦な場所よりちバックドア 
の開閉びしに< <、急にバックドアび開 
いたり開じたりするおそれびあります。 
バックドアを開けて作業するとをは、お 
ずバックドアを固定した状態で行ってく 
ださい。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラ十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ずがから輕く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルで直接 
バックドアを閉めると、手や腕を挟むお 
それびあります。 


♦バック ドアにトヨタ純正品しツ外のアクセヴ U —用品を取り付けないでくださ 
し、。バックドアの重量び重くなると、開閉のさまたげとなるおそれびあります。 
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A 警告 

■バック ドアを開けて駐停車ずるときは 

車両後方に停止表示板、または停止表示なを置いて<ださい。バックドアび開 
いていると、非常点滅灯などび見えな<なる場合びあるため、思わめ事故につ 
なびるおそれびありを険です。 


イ\ ま意 

■バック ドアについて 

♦固定 棒を使用しているとをは、固定棒などの破損を防ぐため、必ずドアを閉め 
る前にはずして < ださい。 

• ドアを閉めるときは、傷または破損の原因となりますので、おず助手席側のド 
アから閉めて < ださい。 


2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

スライドドア* 


ワイヤレス機能*、キ ー 、□ックボタンを使って施錠•解錠できまず。 


■ワイヤレス機能 

一 P ' 32 


■ キー 



n 施錠 
0解綻 



n 施綻 
0解綻 


白知識 

■ キーを使わずに施錠ずるには 

□ ックボタンを施錠側にしてドアを閉めます。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 



























































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中はなのことをお守りください。 

お守りいただかないと思いちよらずドアび開を、外に巧げ出されるなどして、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず着巧する 

♦すべての ドアを施錠する 

♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを操作しない 

■お テさまを柔せているとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦お 子さまを車内に残さないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあ D ます。 

♦お 子さまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にスライドドアび作動したり、閉めるとさに手-頭-首などを挟んだりす 
るおそれびあります。 



4已 





1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 


■スライド ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦スライ ドドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦サイ ドウインドウガラスを開けた状態でスライドドアを開閉するとをは、窓か 
ら手■足-顔などを出さないでください。 

♦人び いるとをは、安全を確認し動かすことを巧らせる r 声かけ」をしてください。 

♦半開 状態ではスライドドアび静止しないため、必ず全開にしてください。傾斜 
地での停車時にドアび開いていると、突然動を出すおそれびあります。 



♦坂道では スライドドアの開閉スピードび 
连くなります。ドアび体にあたったり挟 
んだりしないよラ、ま意してください。 

♦下り坂での 停車時に柔り降りするとを 
は、スライドドアを全開にしておいてく 
ださい。また、途中でドア八ンドルを操 
作しないでください。ドアび突然動を出 
すおそれびあ0ます。 



♦スライド ドアを閉めるとさは、指などを 
挟まないよラ十分注意してください。 


4巨 

















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 迂意 

■スライド ドアについて 

♦スライ ドドアを開閉する前に、運転者はスライドドアび安全に開閉でさるよラ 
に車がおよび車内のスライドドア付近の状態を必ず確認してください。 

♦スライド ドアの U ヤステップ下のローラー滑走面に、石などの異物び入 D 込ま 
ないよラにミ主意してください。異物び入り込んだままスライドドアを開閉する 
と、スライドドアの故障の原因になります。 
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1-3 .シート、パンドル、ミラーの調整のしかた 

フロントシート 



ITI13D001 


n 前後位置調整* 

曰 U クライニング調整* 

0腰部硬さ調整（運転席のみ)='= 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 









■ センターシート* 
►シングルキャブ 




ノブを引< 


ノブを引さ上げる 


前に倒ずときは（リクライニングシートを除く） 



ストラップを引< 


.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
































.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■ リクライニング調舊について 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さないで < ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ〇を険です。 

♦シート 調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 


已〇 





1-3 .シート、パンドル、ミラーの調整のしかた 

■ J ヤシ—卜* 


巧りたたんでスぺースを}広大ずることびできまず。 

►ダブルキャブ 



►ルートバン3/6人乗り 



:グレードなどで異なる装備やオプション装備 



































1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I リヤシートのがりたたみ 


シートを持ち上げて固定ずる 
バンドを背ちたれのフックにかけて 
固定します。 


►ルートバン3/6人乗り 

固圆〇]セパレーターバーを前方に移動ずる（一 P . 220) 


►ダブルキャブ 




シー ト脚部のレバーをまわして 
□ックを解除ずる 



解除レノ（一を引いて背ちたれを倒 
す 


已2 





































シートを上げて固定ずる 

助手席後方のバンドをフックにかけ 
て固定し、シートの脚を巧0たたみま 
す。 


固画回ちとにをどずとさは、逆の手順で操作ずる 


A 警告 

■ リヤシートを操作ずるとをは 

し iTF のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦走行 中に1」ヤシートを操作しない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを オー トマチッ 
ク車は P 、 マニュアル車は N にする 

♦シートを 降ろすとさは、手足を挟まないよラにま意する 
• シートを巧りたたんだ状態で人を乗せて走行しない 
♦お 子さまび荷室に入らないよラにま意する 

■リ ヤシートをもとの位置にもどしたあとは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦背ち たれを前後に輕くゆさぶり、確実に固定する 
♦シー トベルトびシート下に挟み込まれていないか確認する 


已3 



























.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A ミち意 

■荷物を 載せるとさのを意 

背ちたれを5しろに倒した状態で、荷物などを背ちたれの上に載せないで<だ 
さい。 

シートび損傷するおそれびあ D ます。 


已4 





1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ベッドレスト* 


リヤシート のへ ッドレストを取りはずずことびできまず。 



解除ボタンを巧しなび日、へッ 
ドレストを引さ上げる 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

1；(下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
♦へッ ドレストび固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 








1-3 .シート、パンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


ずべての乗員は走行前に必ずシートベルトを正し<着巧して<ださ 
い。 


■正しく着用ずるには 

►3 点式シートベルト 


• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかった 0、肩 か 5 はずれな 
いよラにして < ださい。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけほい位置に密着させる 

♦背ちたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 

►2 点式シートベルト 




• 腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 

♦上体を起こし、深<腰かけて 
座る 

• ねじれび無いよラにずる 



□ 固定 

"カチ'ッ"と音びするまで挿し込み 
ます。 

0 解除 

解除ボタンを巧します。 


已已 


















.シート、八ンドル、'ラーの調整のしかた 


■ シートベルトの高さ調節（運転席） 

□ 下げる 

□ックボタンを巧したまま、下に 
動かします。 

曰上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かします。 


■ 2 点式シートベルトの長さ調節 

n 伸ばず 
□ 縮める 


n 伸ばず 
□ 縮める 


► A タイプ 
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.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I シートベルトプリテンシヨナー （ SRS エアバッグ装着席①シートベルト) 



前方から強い衝撃を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果の確保に貢南犬し 
ます。 

前ちか5の衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか日の衝撃のとをは作動しない 
場合びあ0ます。 
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.シート、八ンドル、'ラーの調整のしかた 


口知識 

■緊急時シートベルト固定機構 （3 点式シートベルト） 

急停車や衝撃びあったとをベルトび□ックされます。急に体を前に倒したり、ベ 
ルトをすばやく引を出しても□ックする場合びあります。一度ベルトを強く引 
いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

■巧娠中の女性や疾患のあるちの場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 已 6) 

妊娠中の方も、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけ低 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルト （3 
点式シートベルト）は確実に肩を通し、お腹 
の&くらみを避けて胸部にかかるよラに着 
用して < ださい。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎おまでび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 

■おテさまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 已日） 

■シートベルトプリテンシヨナー*について 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 

* :グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、し i (下のことを必ずお守 D ください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦まに 柔るとをは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトはひとつにつを一人で使用する 
おモさまでちひとつのベルトを複数の人で使用しない 

♦お 子さまは U ヤ席*に座らせてシートベルトを着用させるか、チャイルドシー 
卜を使用する 

♦シー トは必要し U 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部 ベルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ化い位置に密着させ着用する 

■お 子さまをのせるときは 

おモさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に卷をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ0ます。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 





.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレート、バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
ラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。ラまく巧し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルト*の取り付け、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店しツ外でしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しな<なり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■プリ テンシヨナー付シートベルト*について 

シートベルトプ1」テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点打します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


A ンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 



八ンドルを持ち、レノ（一を上げ 
る 


八ンドルを上下-前後に動かし 
適切な位置にずる 

位置びミ夫定した5、レバーを下げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

■/\ン ドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、死 t や重大な傷害につなびる 
よラな事故になるおそれがおります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

イン ナー5ラー 


インナー三ラー本体を持って調 
整します。 


ITI13D021 
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1-3 .シート、パンドル、ミラーの調整のしかた 

アウ ター5ラー 


►電動タイプ 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとさ、スイッチ 
で鏡面の角度を調整でさます。 



S ラーを 選ぶ 

□左 
0 ち 



スイッチを操作してミラーの鏡 
面を調整する 

n 上 
0ち 
且下 
Q 左 


► マニュアルタイプ 

S ラー全体を手で動かして調整しまず。 
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.シート、八ンドル、'ラーの調整のしかた 


(アウターミラーを格納ずるときは 


スイツチを操作してアウター S 
ラーを 格納ずる 

□ 復帰ずる 
曰格納する 


S ラー全体を手で巧して格納ずる 
イラストはフェンダーミラー式で代 
表しています。 


曰知識 

■電動タイプについて 

♦運転席' 助手席側格納式と助手席側格納式びあります。 

♦エンジンスイッチび " LOCK " のとをは、手動で格納することびでをます。 

■マニュアルタイプについて 

運転席側=ラーには、フェンダー=ラー式とドア5ラー式びあります。 

■ワイドビュ ー5 ラー*について 

5ラー面の下側の曲率び違ラため、通常よりち広い視界び確なでをます。5ラー 
面の下側に映るちのは、実際よりち遠くにあるよラに見えます。 

* :グレードなどで異なる装備やオプション装備 


►電動タイプ 



► マニュアルタイプ 




6已 




























.シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■走行して いるとさは 

走行中はし U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ D ます。 

♦5 ラーの調整をしない 
• 5 ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し<調整する 

■ 5 ラーヒーターび作動しているとをは （ S ラーヒーター装着車） 

鏡面び熱くなるので触れないでください。 UP . 179) 
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1-4. ドアガラス、ゲート、ツールボックスの開け方、閉め方 

パワーウインドウ* 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 


►運転席-助手席用スイッチ 




□ 閉める 

且自動全閉 （運転席のみ） X ’ 

且開ける 

□ 自動全開（運転席のみ） X ’ 

* 途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


□ 閉める 
□ 開ける 


I ウインドウ□ックスイッチ 



スイッチを巧して運転席じ(がのド 
アガラスを作動不可にずる 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止できます。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 










































1-4. ドアガラス、ゲート、ツールボックスの開けち、閉めち 


口知識 
■作動を件 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

■後席用スイッチについて（ダブルキャブ車） 

パワーウインドウ装着車は後席ドアにちパワーウインドウスイッチび装着され 
ています。 


A 警告 


■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ドア ガラスを開閉するとをは、乗員の手、 
腕、頭、首などを挟んだ0巻を込んだり 
しないよラにしてください。 

とくにお子さまへは手などを出さないよ 
ラに声かけをしてください。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり卷を込まれたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死こにつなびるおそれびあ0ます。 
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1-4. ドアガラス、ゲート、ツールボックスの開け方、閉め方 

サイドウインドウガラス* 



A 警告 

■サイ ドウインドウガラスを開閉ずるとさは 

1；( 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦サイド ウインドウガラスを開閉するとをは、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だり巻を込んだりしないよラにしてください。 

とくにお子さまへは手などを出さないよラに声かけをしてください。 

♦お 子さまには、サイドウインドウガラスの操作をさせないでください。 

サイドウインドウガラスに挟まれたり巻を込まれたりして重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 






















■4. ドアガラス、ゲート、ツールボックスの開け方、閉め方 

卜の開け方（巧台装着車） 


テールゲート* 

=方開デッキ 



►一方開デッキ 




テールゲー トを開ける 

八ンドルを上にまわして、内側に 
巧し込みます。 


テールゲー トを開ける 

八ンドルを手前に引いて、□ツク 
をはずします。 


レバーを 倒ず 

デッキ後部のレノ（一を弓 I さ上げた 
まま手前に倒します。 


* :グレードなどで異なる装備やオプション装備 





















































1-4. ドアガラス、ゲート、ツールボックスの開けち、閉めち 



サイドゲートを開ける 

八ンドルを引を上げて□ックをは 
ずします。 


曰知識 


I チェーン*のはずしち 



テールゲート側のチェーンをはずす 
ゲートを少し持ち上げてはずします。 



サイドゲート側のチェーンをはずす 


グレードなどで異なる装備やオプション装備 



71 








































































1-4. ドアガラス、ゲート、ツールボックスの開けち、閉め方 


■ガードフレームストツパー * 

ガードフレームに積荷をのせる場含は、必ずストッパー間にのせ、□ープなど 
で固定してください。 



折りたたみタイプを使巧するとさは、ス 
トッパーを起こす 


A 警告 
■走行 中の警告 

ゲートを開けたまま走行しないでください。荷物び落下したり、ゲートび動い 
て周囲の人やちのにあたるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■テール ゲートを開けて駐停車ずるとをは 

車両後方に停止表示板または停止表示なを置いて<ださい。テールゲートで非 
常点滅ななどび見えな<なる場合びあるため、思わめ事故につなびるおそれび 
あります。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 





























1-4. ドアガラス、ゲート、ツールボックスの開けち、閉め方 


A 警告 

■ゲートを 開閉ずるとさは 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害につなびるおそれびありを険です。 

♦周囲の ま全を確かめ、ゲートで指などを 
挟まないよラ十分ま意してください。 


♦お 子さまにはゲートの操作をさせないでください。手、頭、腕、首などを挟ん 
だ0して、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

♦傾斜 地では平坦な場所よりちゲートの開閉びしに < < なる場合びあります。 
また、急にゲートび開いたり閉じたりするおそれびあります。指などを挟まな 
いよラ十分ま意してください。 

♦八ン ドルやレバーを操作するとをは、しっかり握り確実に操作してください。 
手を挟んでけびをしたり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦強風 時の開閉には十分注意してください。ゲートび風にあおられて勢いよく開 
いたり開じたりするおそれびありを険です。 

♦ゲートを 閉めたとさは、確実に固定されたことを確認してください。 


A ま意 

■ゲー トやチェーンの損傷を防ぐために 

ゲートには積荷の荷重をかけないでください。また、ゲートを閉めるとさは 
チェーンびかみ込まないよ5注意してください。 
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ドアガラス、ゲート、ツールボックスの開け方、閉め方 

—ルボックス* 



ツールボックスを開< 

八ンドルをまわして、□ツクをは 
ずします。 


A 警告 
■走行 中の警告 

ツールボックスのフタを開けたまま走行しないでください。 

収納していたちのび飛び出し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
























1- 已.燃料補給のしかた 

給油□の開け方（ガソリン•デイーゼル車) 


U 下の手順で給油□を開けてください。 


給油ずる前に 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK " にして 
<ださい。 

給油□の開けち 

ルートバンを除< 



解錠ずる 

キーを挿し込んで左にまわしま 
す。 


キャップをゆつ<りまわして開 
ける 



7已 






















-已.燃料補給のしかた 


►ルートバン 



給油口を開ける 



キャップをゆつ<りまわして開 
ける 


7巨 





























給油□を閉めるとさは 


ルートバンを除< 



キャップを閉める 

矢印び上になるようにキャップをは 
めて、ゆつ<0まねして閉めまず。 





施綻ずる 

キーをちにまねします。 


►ルートバン 



キャップを"カチッ"と音びずる 
までまねして閉める 
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-已.燃料補給のしかた 


曰知識 

■燃料の種類 
^ガソ U ン車 

無範レギュラーガソ1」ン 
► ディーゼル車 

超ほ硫黄軽油 （S 1 Oppm しツ下） 

■エタノール混合燃料について（ガソリン車） 

エタノール混合燃料（エタノールのミ居合率3%!；(下、含酸素化合物の含酸素率 
1.3%し U 下）ち使用することびでをます。 

■燃料タンク容量（参考値） 

日 0L (キャンパー仕様車は 80L) 
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. 燃料補給のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給ミ由前にはしツ下のことをおずお守り < ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあります。 

♦車体な どの金属部分に触れて身体の静電気を除去する 
放電による火花で燃料に引火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたときに、"シュー"という音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて < ださい。 

キャップを開けるとさは、必ずゆっくりと開けます。ゆっくり開けないと気温 
び高いとを、給油□から燃料び吹を返してけびをするおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

弓 I 火して火災を弓 I を起こすおそれびあります。 

♦ま 内にもどったり、帯電している人や物に触れない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のミち意 

♦給 ミ由するとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ざ足し給油を行ラと、オートストップび作動せず、燃料び 
こぼれる場合びあります。 

♦その他、 ガソリンスタン ド内に掲示されているま意事項を守ってください。正 
常に給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正!;(がのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと乂巧などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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-已.燃料補給のしかた 


A ミち意 

■給油ず るとさは 

指定の燃料を使用して < ださい。 

指定し i (外の燃料（粗悪ガソ U ン、な油、高濃度アルコール含有燃料）を使用し 
たり、燃料をこぼしたりしないでください。 

し iTF のよラな状態になるおそれびあります。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び化下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 

♦排出 ガス;争化装置び正常に機能しない（ディーゼル車） 

指定し U 外の軽ミ由を補給すると、白煙び発生し続ける場合びあります。また、排 
出ガス;争化装置の故障につなびるおそれびあります。 
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1-5. 燃料補給のしかた 

捕給□の開け方 （ LPG 勒 


U 下の手順で補給してください。 

■ 補給ずる前に 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK " にして 
<ださい。 

■補給□の開けち 



LPG タンクのプ□テクターカ 
バーについているフタを開< 

ツメを引をあげて開さます。 



補給口のキャップをはずず 
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-已.燃料補給のしかた 


[補給□を閉めるとさは 



補給口にキャップをつけて、プ〇 
テク ターカバーの フタををどず 

ツメびしっかり固定されていること 
を確認してください。 


I 燃料を補給ずるとさは 

固画の補給口を開ける（一 P . 81 ) 



LPG タンク下部のカバーを開く 
燃料取0出しバルブは2つあ0ます。 
車両前側びメインノりレブ、車両後側び 
U ターンバルブです。 
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手順 


メインバルブ、 U ターンバルブを、 
ちにいっぱいまでまわして締める 



mmm 51 LP オートガス充てんガンを確実にセットしま入ずる 
固画固燃料充てんノりしブをちにいっぱいまでまわして締める 
固祖でメインバルブ、 U ターンバルブをゆっくりと左にいっぱいまでま 
わして開< 

111互 LP 才ートガス充てんガンをはずし、補給口を閉める（一 P . 82) 



83 

















































. 燃料補給のしかた 


□知識 — 

■燃料巧てんスタンドについて 

差圧式簡易 LPG スタンドでの燃料充てんには対応していません。 

■燃料の種類 

LP オートガス 

プ□パン率（燃料のプ□パン割合）を期： 70〇/〇しツ下、夏期； 30〇/〇し U 下のオー 
トガスを補給してください。 

■燃料タンク容量（参考値） 

約 90 L 

なを基準により、タンク容量の85%び最大充てん量となります。 

■燃料の補給について 

燃料び少なくなる前に、早めに補給をしてください。 


■所有ち表示について 


LP オートガスは r 高圧ガスな安法」の適用を受けますので、車両の所有者と夕 
ンクの所有者び異なる場合は、タンクには所有ち表示び義務付けられています。 

■燃料計について 



LPG タンク中央のツメをはずし、フタを開 
けると燃料計びあります。 

外周の数字びタンク内の燃料容量を％表示 
で表します。 

燃料計はメーター内にもあります。 

レ P' 137) 
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. 燃料補給のしかた 


A 警告 

■補給に ついて 

♦ LP 才ートガス補給は、 LPG スタンドの係員におまかせください。また 、 LP 
オートガス補給時は、スタンド指定の場所し U 外で火気を取り扱わないで<ださ 
し、引火するおそれびありを険です。 

♦指定 燃料は LP オートガスです。指定しツがの燃料を補給しないで<ださい。 


A ま意 

■補給ず るときは 

指定!;(外のプロパン率（燃料のプ□パン割合）の LP オートガスを補給しよラと 
した場合、燃料の補給びしにくくなる可能性びあります。 
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1-6 .盗難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム* 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキ ー LU 外で 
はエンジンを始動でさません。車両から離れる場合は、車内にキーを 
巧さないでください。 

■ エンジンイモビライザーシステムの作動 

♦キーをエンジンスイッチから抜くと、システムび作動しまず。 

♦登録されたマスターキー、およびサブキーをエンジンスイッチ 
に挿し込むとシステムび解除されまず。 

• キーに登録された信号は車ごとに異なりまず。 


口知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとを 

♦キーび金属製のちのに接したり、覆われている 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているちしくは接近している 


A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しない 
おそれびあります。 


S 白 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 







1- スま全にお使いいただくために 

正しい運転姿勢 


U 下のを件にあつた正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれか日 
背を離さない（一 P . 48) 

□ シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラな位置にずる 
(一 P ' 4助 

□ 各装置び操作しやずい背をた 
れのち度にずる（一 P . 48) 
□ SRS エアバッグ='=び自分の陶 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にする（一 P . 62) 

且シートベルトを正しく着用ず 
る（一 P . 已日） 



A 警告 
■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背の間にクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦シー トの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。また、調整機構の 
故障の原因になります。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■シ ートを調舊ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないようにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近づけないで<ださい。 

指や手を挟み、けびをするおそれびありを険です。 
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1- スを全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ* 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害びおよぶような強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトが身体を巧束ずる働きとあわせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



(運転者の頭や胸などへの衝撃を緩和） 

曰目力手席 SRS エアバッグ 

(目力手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和) 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 









1-7. 巧全にお使いいただくために 


曰知識 


■ SRS エアバッグび展開ずると 


• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 


♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカバー、イン 
フレーター）は数分間熱くなることびあります。エアバッグそのものも熱く 
なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 


■ SRS エアバッグび作動ずるとさ 


• SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値（移動ち変おちしない固定された壁 
に、約20〜30 km / h のを度で正面衝突した場合の衝撃の強さに相当する 
値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよ5な衝撃によつて移動やをおするちのに 
衝突した場合や、ちぐり込むよ5な衝突（例えば、車両前部びちぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝突条件によってはシートベルトプ U テンシヨナーのみ作動する場合びあ 
0ます。 


90 





■衝突 lu がで作動ずるとを 

li (下のよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、柔り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとき 

SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、またはな速での前方からの 
衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃び前ちへ 
の減速を十分に引を起こす場合には、 SRS エアバッグび作動することびありま 
す。 

♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 




-7. 安全にお使いいただくために 
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1-7. 巧全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡げ必要な場合 

(下のよラな場合には、でさるだけ早< トヨタ販売店へご連絡<ださい。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 




• SRS エアバッグはふくらまなかったび、 
事故で車両の前部を衝突したとを、また 
は破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのバッド部分や助手席 SRS エア 
バッグび内蔵されている付近のダッシュ 
ボードび傷ついたり、ひび割れたり、そ 
の他の損傷を受けたとを 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れび友0ます。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのちのです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。柔員び SRS エアバッグのふくら 
む場所に近い場合は特にを険です。調整式シートは、シートの背ちたれを調整 
して、シートをできるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってくだ 
さい。 

♦お 子さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
モさまびルさくてシートベルトび使えないとさは、チャイルドシートでしっか 
り固定してください。（一 P . 101) 

ダブルキヤフ、ルートバン3/己人乗りは、お子さまを U ヤ席に乗せ、チヤイ 
ルドシートまたはシートベルトを着用させることをおすすめいたします。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■ SRS エアバッグについて 



参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 


♦お 子さまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 


♦ダッシュ ボード、ステア U ングパッド部 
などには何も取り付けたり、置いたりし 
ない 


• ドアやフ□ントガラスなどには何も取り 
付けない 
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A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため触れな 
いで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだ後に、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドア 
ガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚の 
炎症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部に傷びついていたり、ひび割れび 
あるとをはそのまま使用せず、トヨタ販売店で交換してください。 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、下の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解-修理 

♦八ン ドル、インストルメントバネル、ダッシュボード、フ□ア足元の SRS エ 
アバッグセンサー周辺の修理、取りはずし、改造 

♦フロント フェンダー、フロントバンパー、車両客室側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（ブルバー.カンガルーバーなど)、除雪装置、ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化裂品の取り付け 


-7. 安全にお使いいただくために 
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1 - スを全にお使いいただくために 

子供き用シート* 


テ供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とびでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 


• おモさまの年齢や体格に合わせて、適切なモ供専用シートをお遇び< 
ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取0扱い説明書をお読み< ださい。 


■"ず供専用ソートの適合'を一真ま L -? し 1— て 

■ 質量グループについて 

ECE R 44 ’ X の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重によ 
0次の已種類に分類されまず。 

グルー プ〇 : 1 0 kg まで 

グループが：1 3 kg まで 
グループ I :日〜1 8 kg 

グループ n :1已〜 25 kg 
グループ in : 22〜 36 kg 

この本では代表的な;欠の 3 種類の子供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

※ ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 


9呂 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 











► ベビーシート 



ECE R 44 き準のグループ0、0+ 
に相当 



ECE R 44 基準のグループ0 +、I 
に相当 



ECE R 44 基準のグループ n 、 の 
に相当 


- 7 . 安全にお使いいただくために 
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1-7. 巧全にお使いいただくために 


■シート位置別子供専用シート適合性一覧表 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

U ヤシート 

助手席 
(助手席 SRS 
エアバッグ 
装着車） 

助手席 
(助手席 SRS 
エアバッグ 
非装着車） 

中央席 


中央席 

ム。席 

0 

(10kg まで） 

X 

L 

X 

U 

X 

が 

(13kg まで） 

X 

L 

X 

U 

X 

I 

(目〜1 8 kg ) 

前向さ 

L 

L 

X 

U 

UF 

ラしろ向さ 

X 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

L 

L 

X 

U 

UF 

m 

(22 〜吕巨 k 呂） 

L 

L 

X 

U 

UF 


♦ 上表に記入する文字の説明 


U :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ 'U —の子供 
専用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の前 
向を子供専用シートに適しています。 

L :子供専用シートの U ストに示す特定の子供専用シートに適しています。 

(U ストに記載があれば「特定自動車」、「限定」、「準ミ凡用」カテ 3U —の子供専用 
シートにち適しています） 


X:子供専用シートを取り付けることはでをません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談 < ださい。 
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口知識 

■子供専用シートの選択、使用について 

♦お子さまに最適な子供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

♦体び十分に大をく、テ供専用シートび不要なお子さまは、1」ヤシート*に柔 
せて車のシートベルトを使用してください。 

■シートベルトで取り付けるタイプの子お専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（一 P . 98) を参照し、子供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


[子供専用シートのリスト 


質量グループ 

モ供専用シート 

カテ 3 U — 

0 (10 k 巨まで） 

トヨタ純正 NE 日 白- Child ISO baby 

ミ凡巧 

トヨタ純正 NE0 G-Child ISO tether 

ミ凡巧 

0+ (13 kg まで） 

トヨタ純正 NE 日 G-Child ISO baby 

ミ凡巧 

トヨタ純正 NE 日 G-Child ISO tether 

ミ凡巧 

I ( 目〜1 8 kg ) 

トヨタ純正 NE 日 G-Child ISO tether 

況用 

n (15 -2己 k 旨） 

トヨタ純正ジュニアシート 

況用 

皿 に 2 〜 36 k 邑） 

トヨタ純正ジュニアシート 

況用 


- 7 . 安全にお使いいただくために 


運転する前に 
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- 7 . 巧全にお使いいただくために 


■助手席に子供専用シートを取り付けるとを 

やむを得ず助手席に子供専用シートを取0 
付ける場合には、助手席シートの背ちたれ 
を直立状態にして、子供専用シートを前向 
をに取り付けてください。 


■キヤリコツトについて 

キヤ1」コツトは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。 
詳し < はテ供専用シート製造業者または販売業者にご相談 < ださい。 



A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

♦子供 専用シートを使用しないときであっても、シートに適切にしっかりと取 
り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてく 
ださい。 

♦子供 専巧シートの取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管するか、 
荷台または荷室にしっかりと固定しておいてください。 
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1- スを全にお使いいただくために 

チヤイルドシートの取り付け* 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安をのために、チャ 
イルドシートはリヤシート*に取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取扱説明書に従ってください。 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-7. 巧全にお使いいただくために 


|2点式シートベルトで固定ずる 



チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音がするまで挿し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする 


チャイルドシートをシートに押し 
つけながらシートベルトをひいて 
固定する 

チャイルドシートに付属の取扱説明 
書に従い、シートベルトをチャイルド 
シートにしっかり固定させてくださ 
い。 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されていること 
を確認して < ださい。 
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3 点式シートベルトで固定ずる 




チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音がするまで挿し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする 

チャイルドシートに付属の取扱説明 
書に従い、シートベルトをチャイルド 
シートにしっかり固定させてくださ 
い。 

チャイルド シー トに シー トベルト 
の固定機構が備っていない場合 
は、□ッキングク U ップ调」売）を 
使用して固定する 

□ツキングク U ップの購入にあたって 
は、トヨタ販売店にご相談ください。 
(□ツキングク U ップ品番： 

731 19-22010) 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されていること 
を確認して < ださい。 


-7. 安全にお使いいただくために 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停車の際、効果的に保護するために、必ずおテさまの年齢や体の大を 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お子さ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、 
おテさまびフロントガラスや乗員、室内の装備にぶつかり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用してください。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みのラ 
え、確実に取り付け、使用ち法をお守り<ださい。使用ち法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦お 子さまをシートベルトで遊ばせないで<ださい。万一べルトび首に巻を付 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ 
5などでシートベルトを切断してください。 

♦シー トベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていな 
いか確認してください。 

♦チャイルドシートを 前後左右にゆすって、しっかり固定されているか確認して 
<ださい。 

♦チ ャイルドシートを固定したあとは、シートを調整しないでください。 

♦助手席には チャイルドシートをラしろ向 
をに取り付けないでください。（助手席 
SRS エアバッグ装着車） 

うしろ向きに取り付けていると、事故など 
で助手席 SRS エアバッグびふくらんだと 
さ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびありまず。 



-7. 安全にお使いいただくために 



10已 










1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルドシートを取り付ける場合には、おず 
シートベルトを着用させ、シートに深く腰かけて、背ちたれに背中びついた正 
しい姿勢で座らせてください。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と力でふくらむので、お守りいただか 
ないと、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。（助手席 SRS エアバッグ装着車） 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中む 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないように 
して<ださしんお守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 
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運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 108 

エンジン（イグニッション） 

スィッチ . 122 

オートマチック 

トランスミッション . 127 

マニュアル 

トランスミッション . 130 

方向指示レバー . 132 

パーキングブレーキ . 133 

ホーン（警音器） . 136 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 137 

表示な/警告灯 . 139 

2-3. ライトのつけ方- 
ワイパーの使い方 

ライトスイッチ . 142 

フォグライトスイッチ . 144 

ワイパー&ウオツシャー ..... 14 已 


2-4. その他の走行装置の使い方 


運転を補助ずる装置 . 148 

排出ガス浄化装置 
(ディーゼル車） . 1已日 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むとをのま意 . 1已已 

寒冷時の運転 . 1已7 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安を運転をむびけて、じ(下の手順で走行してください。 
■エンジンをかける （^ P . 122) 

■発進ずる 

► オートマチック車 

固 画 のブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 

(一 P ' 127) 

111 互パーキングブレーキを解除ずる （一 P .133) 

固画回ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
くり踏み発進ずる 
► マニュアル車 

固画田クラッチペダルを踏んだまま、シフトレバーを1速にずる 

(一 P ' 130) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる （一 P .133) 

固画回クラッチペダルか日徐々に足を離し、同時にアクセルペダル 
をゆつ<0踏み発進ずる 


■停車ずる 

► オートマチック車 

Tn シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む 

固画互必要に応じて、パーキングブレーキをかける （一 P .133) 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にしてください。 

レ P . 1 27) 


► マニュアル車 


Tn クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む 
固画回必要に応じて、パーキングブレーキをかける （一 P .133) 

長時間停車する場合は、シフトレバーを N にしてください。 

レ P . 1 30) 
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2-1 .運転のしかた 


■ 駐車ずる 

► オートマチック車 

Tn シフト レバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画互パーキングブレーキをかける （一 P . 133) 

lUTsI シフトレノ（一を P にずる （一 P . ] 27) 

お道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止めを使用して<ださ 
しん 

固画互エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを停止ずる 
固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施綻ずる 
► マニュアル車 

Tn クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む 
固画回パーキングブレーキをかける （一 P .133) 

MM 3 1シフトレノ（一を N にずる （一 P . 1 30) 

お道の途中で駐車をする場合は、下りおでは R 、 上り坂では1まに入れ、 
必要に応じて輪止めを使用してください。 

固画互エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを停止ずる 
固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


(上り坂の発進のしかた 

► オートマチック車 

ぉ麵1 1ブレーキペダルを踏んだまま、ノ（ーキングブレーキをしっかりか 
け、シフトレバーを D にずる 
固画回アクセルペダルをゆっくり踏む 

Eimsi 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進する 

► マニュアル車 

固 画 のパーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを1速にずる 
ElMTI アクセルペダルを軽く踏み、同時にクラッチペダルから徐々に足 
を離す 

E 1 W 31 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進する 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■雨の日の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよ D すべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高を走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
い。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の巧む運転者標識や高齢運転者標識などを、樹脂バンパーやアル5ボ 
デー部に取り付けることはでをません。 

■夕ーボ車のエンジン停止について（ディーゼル車） 

高速走行-登坂走行直後は、ターボ装置;令却のため、アイドル運転を行ってか 
らエンジンを停止してください。 

一般走行：必要なし 

高速走行（約 80 km / h 定ま）：約20秒 
高速走行惭1 OOkm / h 定速）：約1分 

山岳ドライブウェイなど急な登坂、または1 00 km / h m 上の連続走行:約2分 






2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず る前に 

♦車の まわりのま全を十分確認してください。この車は構造上、通常の乗用車に 
比べ車両のまわりの確認びしに < し、ため 、走行前や信号待ち後の発進時は十分 
注意してください。 

♦後退 するとをに十分な視界び得られない場合は、車のまわりのま全を確認後、 
車から降り、後ちの確認をしてください。 

■発進ず るとさは 

♦才ー トマチック車は、ブレーキペダルをしっかり踏み込んだままシフトレバー 
を操作してください。 また、エンジンびかかったままの停車中は常にブレーキ 
ペダルを踏み続けて <ださい。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ぎます。 

♦マニュアル 車は1速で発進してください。また、必要し U 上に長い時間、半ク 
ラッチ操作を行わないでください。クラッチの摩耗を早めるだけでなく、ク 
ラッチの損傷や車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 

■運 起ずるとさは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友 D ます。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラま意してください。 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキペダルはち足で操作して<ださい。左足でのブレーキ操作は緊急 
時の反庇び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転ず るとさは 

♦燃え やすい物の上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないで<ださ 
し、。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると火災になるおそれ 
びありを険です。と < にディーゼル車は高温になる場合びありますのでミ主意し 
てください。（一 P . 1已 0) 

♦オートマチック 車はシフトレバーを前進側に入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび停止し、ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあ D ます。 

♦ま 内で排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バックドア装着車はバッ 
クドアび閉まっていることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を起こ 
し事故の原因となる他、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 
すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 
トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコント ロールび でをなくな 
るおそれびあります。（オートマチック車） 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D (オートマチック車）または 
1(マニュアル車）に入れないでください。 

トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転ず るとさは 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな < なり 
ます。その場创ま八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、安全を確認し 
た上で、すみやかに道路協に停車してください。 

なお、通常のち法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 324 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 12の 

♦八ン ドル、シート、 アウターミラー、 インナ ー= ラーの調整をしないでくださ 
し、。運転を誤り、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびあり 
を険です。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、すべての同乗者び頭や手、その他の体 
の一部を車から出さないよラにして<ださい。 

♦オフ □ード走行をしないでください。 

やむをえずオフロー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
び友 D ます。 

■すべりやすい 路面を運面ずるときは 

♦急 ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びできな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横滑りするなどして、思わめ事故につなびるおそれびありを 
険です。 

♦水たまり 走行後は、フレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとフレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または N し U 外にあると、車び急発進し 
て思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■停車ず るときは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または NUI 外にあると、車び急発進 
して思わめ事故につなびるおそれびあ D を険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。どうしても必要な場合は、 
開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認して < だ 
さい。 

♦車び 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦巧 道で停まするときは、前後に動き出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦停ま 中は空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近くにあると义巧につなびるおそれびあり危険でず。 



11日 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るとさは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料の宙などを車内に放置しないで< 
ださい。放置したままでいると、し U 下のよラなことび起こるおそれびありを険 
です。 

-スプレー宙からガスびちれたり、出火する 

-プラスチックレンズ■プラスチック素なのメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとをにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

♦ウイン ドウガラスには吸盤を貼り付けないでください。また、インストルメン 
トバネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださい。 
吸盤や容器びレンズの働さをして、車両义災につなびるおそれびあり危険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦まから 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P (才一 
トマチック車） にしてエンジンを停止して施錠してください。 

エンジンびかかっている間は、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気管に触れないで<ださい。 

やけどをするおそれびあります。とくにディーゼル車は高温になる場合びあり 
ますのでま意してください。（一 P . 1已 0) 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死亡 
に至るおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色.無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 

ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t にまるおそれびありを険です。 

♦換気び 悪い場所では、エンジンを停止してください。とくに車庫内など囲まれ 
た場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険 
です。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売店 
で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入し、 
重大な健康障害や死 t にまるおそれびありを険です。 

♦ディーゼル 車は、排出ガスミき化装置び作動した場合、排気管や排気ガスなどび 
a 常よりさらに高温になりますので、ごま意ください。（一 P . 1已 0) 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 

セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 

するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に止めると、排気ガスび車 

内に侵入し、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ブレーキを かけるとさは 

♦万一の エンジン停止などによりブレーキ倍力装置び機能しないとをは、他の車 
に近づいたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避けてください。 
この場合フレーキは作動しますび、通常よ D ち強<踏む必要びあります。また 
制動距離ち長 < なります。 

♦万ー エンジンび停止したときは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでくださ 
い。 

ペダルを踏むたびに、フレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 

♦ブレーキ システムは二つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、ちラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強<踏むお要びあり、制動距離び長<なります。一ちのブレーキシステ 
ムしか作動してし傅い状態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪 したとをは 

いずれかのタイヤびちに浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や車両の巧び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあり 
ます。 4 WD 車はとくにま意してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■発進ず るとさは（マニュアル車） 

クラッチの損傷を防ぐため1速で発進してください。また、必要し U 上に長い時 

間、半クラッチ操作を行わないでください。 

■運 面中は 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。アク 
セルペダルとブレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合びありま 
す。 

♦オートマチック 車は、坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、ア 
クセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだ D しないでください。 

♦マニュアル 車は、クラッチの損傷を防ぐためクラッチペダルに足を乗せたまま 
走行しないでください。 

■駐車ず るとさは（才ートマチック車） 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 

り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■ ターボ装置の損傷を防ぐために（ディーゼル車） 

参 高を走行-登お走行直後はエンジンを停止しないでください。（一 P . 111) 

♦排気管な どには指定し:!かの部品を使わないで < ださい。 

♦排気管の 改造は絶対にしないで<ださい。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングポンプなどの損傷を防ぐため JV ンドルをいっぱいにまね 
した状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆつくり走行してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■をし みやひっかき音が聞こえた5 (ブレーキパッドウエアインジケーター) 

♦できるだけ 早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキバッドを交換してくださ 
し、。 

必要なとさにパッドの交換び行われないと、ローターの損傷につなびる場合び 
あります。（ディスクブレーキ） 

♦ブレーキ パッドやディスクローター（ディスクフレーキ)、ブレーキライニン 
グ（ドラムフレーキ）などの部品は、役割を果たすと共に摩耗していをます。 
摩耗の限界を超えて走行すると故障を引を起こすばかりでな<、事故につなび 
るおそれびあります。 

■クラッチび 滑っていると感じた6 

でさるだけ早< トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 

クラッチをつないだ状態でアクセルを踏み込んでち加速でをない場合、クラッ 
チび滑っている可能性びあり、走行不能になるおそれびあります。 

■ 走行中にタイヤが/ f ンクした S 

1；( 下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合は新しいタイヤに交換してください。（一 P . 290) 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■冠水 お走行に関ずるを意 

大雨などで冠水した道路では、しツ下のよラな重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸ってしまったとをは必ずトヨタ販売店 
でじ(下の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン、 トランスミッション、トランスファー (4 WD 車）、デイファレン 
シャルなどのオイルやフルードの量および質のを化 

♦プロペラ シャフト、各ベア U ング、各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イグニツシヨン）スイツチ 


■エンジンをかける前に （ LPG 車） 

HCTmi PG タンク下部のカバーを開く（一 P . 82) 



メインバルブ、 U ターンバルブ 
を、ゆっくりと左にいっぱいま 
でまわして開< 

燃料取0出しノりレブは2つあ0ま 
す。車両前側びメインバルブ、車 
両後側び U ターンノりレブです。 


■ エンジンのかけち 

► オートマチック車 

固画田パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画回シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
1 な圆 1 3 I ブレーキぺダ J レをしっかり踏む 
1111互エンジンスイッチをまわず 

ガソリ ン車：" START " の位置までまわしまず。 
ディーゼル車：" ON " の位置までまわし、予熱表示灯び点灯 
後消灯した日" START " の位置にまわしまず。 
LPG 車 ： " ON " の位置までまわし、 LPG 表示なび点 
灯（点滅）後消巧した日 " START " の位置 
にまわしまず。 

► マニュアル車 

m で正しい姿勢(一 P . 87) びとれるよラにシートの位置を調整し、 
ペダルの各位置を確認ずる 

固画回パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画因シフトレバーび N の位置にあることを確認ずる 
T 41 クラッチぺダ J レとブレーキぺダ J レをしっかり踏む 
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2-1 .運転のしかた 


固圆[司エンジンスイッチをまねす 

ガソ U ン車 ：" START " の位置までまわします。 
ディーゼル車；" ON " の位置までまわし、予熱表示好が点好 
後消好したら " START " の位置にまわします。 
LPG 車 ： " ON " の位置までまわし、 LPG 表示好が点 
灯（点滅）後消好したら " START " の位置 
にまわします。 

□ LOCK " 

-ステア U ング□ックびかか0ま 
す。 

-キーを抜を挿しずることがでを 
ます。 

(オートマチック車は、シフトレ 
バーの 位置び P のとを、 キーを 
扳を挿しできまず） 

且 " ACC " 

シガレットライターなどの電装品 
び使用でをまず。 

且 " ON " 

すべての電装品び使用でをます。 

□ START " 

エンジンび始動でをます。 


■エンジンスイッチの位置 
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2-1 .運転のしかた 


■エンジンびかか5ないときは （ LPG 車） 

燃料過流防止弁び作動していることびありまず。なの操作を行って 
<ださい。 

同 urn I PG タンク下部のカバーを開く UP . 82 ) 

固画回車両前側のメインノりレブをちにいっぱいまでまわして締めて 
けら、 再度メインバルブを左に1/3〜1/2まわず 

車両後側の U ターンバルブは開けたままにしておいてください。 

固 画 [互エンジンを始動ずる 

エンジンび始動した5、車両前側のメインバルブを左にいっぱいまでま 
ねして開けます。 


□知識 

■キーを " ACC " か6 " LOCK " にまわずには 
mMii シフトレバーが P の位置にあることを確認する（オートマチック車) 



キーを押し込みながら " LOCK " までまわ 
す 


■ステアリング□ックを解除ずるには 



ステア U ングを左ちに動かしながら、エン 
ジンスイッチをまねして<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 


■キー巧を忘れ警告ブザー 

キーび挿してあり、エンジンスイッチび "ACC " または " LOCK" のとを、 
運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 

■エンジン始動時、 LPG 表示なび点滅したときは （LPG 車） 

し U 下の状況において、エンジン始動時に LPG 表示なび点滅する場合びあります。 
♦気温の高い時季 

♦登坂走行などの高負荷走行をしたあと 

LPG 表示好び消なしてからエンジンを始動してください。 LPG 表示なび点滅中 
にエンジンを始動すると、始動時間び長くなることびあります。 

■極寒時のエンジン始動について（ディーゼル車） 

極寒時は30砂を限度にエンジンび始動するまでエンジンスイッチをまわし続 
けてください。30砂スターターをまわしても始動しないとをは、エンジンス 
イッチを "ACC" にもどし、20秒し i (上待ってから再始動してください。 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ D ます。 

■走行 中の警告 

♦走行 中はエンジンを停止しないでください。エンジンび停止すると思わめ事故 
につなびり重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

♦マニュアル 車は、キーを "LOCK" の位置にするとキーび巧けることびあり 
ます。キーび抜けると八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思 
わめ事故につなびるおそれびあ D を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■バッ テリーあげりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、エンジンスイッチを " ACC ’’または" ON ’’ 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとさは 

♦一度に 30砂!; Lb スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにエ 
ンジンの点検を受けてください。 

■予熱 表示なについて（ディーゼル車） 

♦予熱 表示なび消灯してからエンジンを始動してください。バッテ U —の寿命に 
悪該響をおよぼします。 

♦予熱 表示好の点な時間は、エンジンび;令えていると長くなります。 

■走行 中、 LPG 表示なが点滅したときは （LPG 車） 

LPG タンク内の温度び高くなっています。まわりの安全を確認して停車し、エ 
ンジンを停止してください。 

エンジンスイッチを " ON " にして、 LPG 表示なび消打しているのを確認し 
てから、エンジンを再始動してください。 
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2-1 .運転のしかた 

才ート7チックトランスミッション* 


状況に応じてシフトポジションをお選びください。 
■シフトレバーの動かし方 



■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行X’ 

2 

下り坂走行 

L 

急な下り坂走行 


&燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジシヨンを使用してください。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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2-1 .運転のしかた 


I 才ーパードライブ （0/ D ) スイッチ 

スイッチを ON にしておくとギヤび4速まで入り、燃費性能や静肅性を 
高めます。 

OFF にずると4速に入らなくなり、下りあでの輕いエンジンブレーキや 
登り坂での不要な変速を防ぐ効果びありまず。 

□ ON 
0 OFF 



I 可倒式シフトレバ~ 

シフトレバーを助手席側に倒ずことびでさまず。シフトレバーを倒ずと 
さは、必ず停車して、パーキングブレーキをかけてから操作してくださ 
い。 



□ □ックレバーを 引く 
曰助手席側に倒ず 
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2-1 .運転のしかた 


白知識_ ^ 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせま 
す。 

■シフトレバーを P か5シフトできないときは 

一 P' 313 

■才ーバードライブ OFF 表示なが点滅したときは 

オートマチックトランス5ッシヨンの異常び考えられますので、トヨタ販売店 
で点検を受けてください。 

■バックブザーについて 

シフトレバーを R に入れると、車両後部のバックブヴーび鳴ります。 

車幅打を点なしているとさは鳴りません。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますのでま意してください。 

■シフ トレバーを助手席側に倒ずときは 

エンジン回転中はシフトレバーを倒さないでください。急発進など思わめ事故 
につなびるおそれびあ〇を険です。 
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2-1 .運転のしかた 

7ニユアルトランス5ツシヨン 


状況に応じてシフトポジションをお選びください。 
シフトレバーの動かしち 



クラッチペダルをしっかり踏みシフトレバーをゆっくり操作しまず。 
誤操作を防ぐために、已から R へは直接シフトずることびでさません。 
いったん N にしてか b R にシフトしまず。 


I 可倒式シフトレバー* 

シフトレバーを助手席側に倒すことびで定ます。シフトレバーを倒すと定 
は、必ず停車して、パーキングブレーキをかけてから操作して<ださい。 



□ック U ングを引いたまま目力手席 
侧こ倒ず 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせま 
す。 

■バックブザーについて 

シフトレバーを R に入れると、車両後部のバックブヴーび鳴ります。 

車幅打を点なしているとさは鳴りません。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますのでま意してください。 

■シフ トレバーを助手席側に倒すとさは 

エンジン回転中はシフトレバーを倒さないでください。急発進など思わめ事故 
につなびるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 



n 左折 
0ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側ち向指示な 
び点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側ち向指示な 
び点滅します。 


日知識 

■作動を件 

エンジンスイッチが "ON " のとさ 
■表示巧の点滅び異常に速くなつたとをは 

方向指示灯の電球が切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 
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2-1 .運転のしかた 


[可倒式/ キングブ レー キ レバー 


パーキングブレーキがかかっている状態のまま、レバーを下げることが 
でさます。 

■ レバーの 下げ方 

I 日麵1 I ノ ーキンクブレーキをかける 



■ちとにちどずとさは 



可倒ノブを操作してレノ（一を下げる 
パーキングブレーキがかかった状態 
でレバーが下がっているときは、 可倒 
ノブの赤色部分び見えます。このとを 
パーキングブレーキは解除されてい 
ません。 

エンジンスイッチが"日 N " のとを 
は、ブレーキ警告口が点灯しているこ 
とを確認してください。 

レバーを引 さ上げる 
駐車したときに引さ上げた位置まで、 
ボタンを押さずにレバーを引き上げ 
ます。このとさ、赤色部分が見えない 
ことを確認します。 

エンジンスイッチが"日 N " のとき 
は、ブレーキ警告灯が点灯しているこ 
とを確認してください。 
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2-1 .運転のしかた 


白知識 

■パーキングブレーキホ解除走行時警告ブザー 

一 P . 28 己 


A ま意 
■走行 前のま意 

ノ v ‘ ーキングブレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



口知識 

■ A ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと、ホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 日 2) 
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2-2 .メ ーターの見方 

計お類 



n タコ少ーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

曰スピード >(ーター 

車両の走行速度を示します。 

曰燃料計 

燃料残量を示します。 

Q オドーター/卜 U ップーター切り替え•卜 U ップ一夕一 U 
セットボタン 

ボタンを巧すごとに表示が切り誓わ0ます。また、卜 U ップ;ーター表示中に 
長押しすると走行距離が日にちどります。 

且オドーター、卜 U ップ>(一夕一 
•オド ーター 

走行した総距離を表示しまず。 

♦ 卜 U ップ一夕一 

リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜 U ップ A - 
トリップ目の2種類で使い分けることができます。 

曰水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 
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2-2. メーターの 見ち 


A ミち意 

■ エンジンや構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲) 
に入らないよラにしてください。 

♦水温 計の針び H のレツドゾーンに入ったとさは、オーバーヒートのおそれびあ 
るため、ただちに安全な場所に停車してください。（一 P . 319) 
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2-2 .メ ーターの見方 

表示巧/警告巧 


メ—夕—. センターパネル内の表示'灯.警告好でお車の状況をお知5 
せしまず。 

► メーター(ガソ U ン-ディーゼル車） 
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2-2. メーターの 見方 


► センターパネル（助手席 SRS エアバッグ装着車) 



■表示灯 

システムの作動状況を表示しまず。 




ち向指示表示打 
UP . 132) 


が 


フォグライト 
表示な* UR 144) 


1〇 


へッドライト 

上向き表示口 UP . 142) 



UP . 1 27) 


〇〇 集 




才ーバードライブ日 FF 
表示な* (^ P . 128) 

予熱表示 

(一 P . 122，12巨） 


LPG 


LPG 表示灯* 

(一 P . 122，12己，12巨) 


&エンジンスイッチを"日 N " にすると点打または点滅し、数秒後に消灯します。 
点灯または点滅しない場合や点灯または点滅したままのとをは、システム異常の 
おそれがあ0ます。 

トヨタ販売店で点検を受けてください。 


オーバードライブ日 FF 表示灯び点滅したときは、オートマチックトランスミッ 
シヨンの異常のおそれびあ0まず。トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 














































2-2. メーターの 見方 



み Jr 

♦ 

ぶ 

ぶ 

PASSENGER 


曲 


※作動確認のためにエンジンスイッチを"日 N " にすると点灯し、数秒後または 
エンジンをかけると消灯します。点灯しない場含や点灯または点滅したままのと 
をはシステム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■チルト□ック警告灯が点打したままのときは、キャブが確実に□ックされて 
いるか確認してください。 （^ P . 23已） 

■燃料-水分離器水位警告打び点灯したままのとをは、すみやかに排水して< 
ださい。 （^ P . 273) 


A 警告 

■を 全装置の警告巧が点なしないときは 

ABS * や SRS エアバッグ*などのま全装置の警告なび、エンジンスイッチを 
"ON " にしても点灯しない場合や点灯したままの場合は、事故にあつたとをに 
正し<作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P . 28己) 


(©) 

口 


0 

が 

(©) 

A/TOIL 

TEMP 

T-BELT 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ライトスイッチ 


へッドライトなどを点灯できまず。 



—車幅灯-尾な-番号灯 • 
メーター照明を点灯 

=〇上記ライトとへッドライ 
卜を点灯 


(八イビームにずる 



□ ライト点灯時、レバーを前方に 
巧し八イ ビームに 切り替え 


レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちど0ます。 

且レバーを引いてし'^る間、八ィ 
ビームを点好 

ライトび消灯していてち、八イビーム 
び点灯します。レバーを離すと、□一 


ビームにちどるまたは消なします。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


f 手動光軸調壁ダイヤル 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでさまず。 

n 上向さに調整 
曰下向さに調整 


■目盛り設定の目ま 


柔員や荷物の積載状況 

ダイヤル位置 

運転者のみ柔車時 

0 

2、3名乗車時 

0 

2、3名乗車時でかつ最大積載時 

2または3 & 

運転者のみ柔車時でかつ最大積載時 

2または3 X ’ 


^架装等によ0異なる場合びあ0ます。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

フォグライトスイツチ* 


雨や霧などの悪天候下で視界を確保しまず。 

□ 消な 



曰フォグライト点な 


白知識 一 — 

■点なを件 

へッドライトまたは車幅なび点なしているとさに使用でをます。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
















2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパー&ウオツシヤー 


間欠時間調整式 

INT を選巧しているとさ、間欠作動の頻度を調整することびでさます。 



n 間欠作動 （ INT ) 
0ほ速作動 ( L 0) 
且高速作動 （ HI ) 


□ 間欠ワイパーの作動頻度(減) 
且間欠ワイパーの作動頻度(増) 
□ ウォッシャーあを出ず 



14已 














2-3. ライトのつけち.ワイパーの使い方 



n 間欠作動 （ INT ) 
曰な速作動 ( L 0) 
0 高速作動 （ HI ) 
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2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 


口知識 
■作動を件 

エンジンスイッチび "ON" のとを 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとをは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 


A ま意 

■フ □ントガラスが乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあ0ます。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノス) レび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運おを捕巧する装置 


走行の安を性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて L ソ下の装置 
び自動で作動しまず。ただし、この装置は補助的なちのなので、過信 
せずに運転には十分にミち意してください。 

ABS * (アンチ □ツ クブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ツクを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 


曰知識 

■ ABS の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後や、ブレーキを繰り返し踏んだとさに、床下から 
作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

•ABS び作動すると、しツ下のよラな現象び発生することびありますび、異常で 
はありません。 


-車体や八ンドルに振動を感じる 

-車両停止後ちモーター音が聞こえる 

- A 目 S の作動時に、ブレーキペダルがル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルがかし輿に入る 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 





2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

し i (下の状況では、事故び起を、その結果重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあ0ます。 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとを 

♦雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高ま走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS が作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。し U 下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとき 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差を越えたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■タイヤを 交換ずるときは 

各輪とち指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。 

異なったタイヤを装着すると、 ABS び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

排出ガス浄化装置（ディーゼル車) 


排出ガスミき化装置内のフィルターに捕集したススび一定量堆積ずる 
と、自動的にススを燃焼（再生）処理しまず。 

♦一般走行では数百 km ’ X 走行ずるごとに、自動で捕集したススの 
燃焼処理び行われまず。 

• ススび規定量 LU 上になったとさ、スイッチ操作で燃焼処理を行ラ 
ことびでさまず。 

^気候ゃ走行状況等にょ〇異な0ます。 


[排出ガスミき化装置警告丹び点滅したとさは 


排出ガスミき化装置スイッチの作動表示巧とメーター内の C ををほ自出ガ 

スミき化装置警告な）び点滅したとさは、なの手順で燃焼処理を行って< 
ださい。 


固画の車を安全な場所に停車ずる 

固圆[互パーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーをオートマチッ 
ク車は P 、 マニュアル車は N にずる 
エンジンは停止しないでください。 

また、排気管の周辺に可燃物等びないことを確認してください。 

(一 P .153) 


1已〇 











2-4. その他の走行装置の使いち 



スイッチを押す 

スイッチの作動表示灯とメーター内 
の排出ガス浄化装置警告灯び点滅か 
6点灯にかわ0、アイドリング回転数 
び上が0ます。 

燃焼（再生）処理が終了するまでに、 
約1已〜40分^程度の時間び必要 
です。 

排出ガス浄化装置警告打が消灯して、 
アイドリング回転数がちとにもどれ 
ば終了です。 

&外気温により異なります。 



1已1 
































2-4. その他の走行装置の使い方 


曰知識 

■排出ガスミき化装置の特徴について 

♦排出ガスミき化装置には、なのよラな特徴びあります。 

-燃焼処理中はアイドル回転数び上びる 
-従来のディーゼル車とは排気ガスの臭いび異なる 
-始動時や燃焼処理中に、排気管から白い煙（水蒸気）び出る場合びある 
-燃焼処理中は作動音（シューといラ音）び出る場合びある 
-燃焼処理中は加速び悪<なる場合びある 
♦走行距離び短い運転び連続したときや、ひんぱんなアイドルストップを行つ 
た場合などに、通常より早<排出ガス浄化装置警告なび点滅する場合びあり 
ます。 


■燃焼処理について 

♦排出ガス浄化装置スイッチを押したあとは、オートマチック車はアクセルぺ 
ダルを、マニュアルまはアクセルペダル-クラッチペダルを踏まないでくだ 
さい。ペダルを踏むと処理び中断されます。処理び中断されてしまった場合 
は、すみやかに燃焼処理をやり直してください。 

♦走行直後など排気管の温度び高いとさに行ラと、エンジンび;令えているとを 
よりも早く処理び終了します。 

■エンジンオイルについて 

必ず指定の規格に相当する品質のオイルをご使用ください。 UP . 327) 


1已2 






2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■スス の燃焼（再生）処理中は 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、高温になった排気曽- 
排気ガスによりやけどなどの重大な傷害におよぶか、火災などび発生するおそ 
れびあ0を険です。 

♦排気管 周辺に燃えやすいちのを置かない 


♦排気管 周辺に人びいないことを確認する 


♦車庫 内など囲まれた場所ではススの燃焼処理を行わない 
♦燃焼 処理中は排気管' 排気ガスにふれない 




1已3 





















2-4. その他の走行装置の使い方 


A 汪意 

■ 排出ガスミき化装置警告なが点滅したとさは 

♦点滅 開始してから、約已 Okm 走行し U 内に排出ガスミき化装置スイッチを押して、 
燃焼処理をして<ださい。警告なび点滅したまま走行を続けると、排出ガスを 
化装置の故障につなび0ます。 

♦排出 ガス;争化装置警告灯び点滅したまま走行を続けると、エンジン警告灯び点 
打し、排出ガスミき化装置警告なち点なにかわります^。そのまま放置すると、 
排出ガス浄化装置やエンジンび損傷するおそれびあるため、ただちにトヨタ版 
売店で点検を受けて<ださい。 

^このとをは、排出ガスを化装置スイッチび機能しなくなりまず。 

■排出 ガスミき化装置の故障を防ぐために 

なのことをお守りください。お守りいただかないと、排出ガス浄化装置やエン 

ジンなどの損傷につなびるおそれびあります。 

♦排出 ガスを化装置警告なび点滅したまま長時間走行しない 

♦指定し U がの燃料を補給しない 

♦指定の 規格に相当する品質し:!がのエンジンオイルを使用しない 

♦排気管の 改造をしない 

♦排気管の 腐食や亀裂、異音の発生などびないか定期的に点検する 
異常び発見された場合は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


1已4 





2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまのミち意 


安をで快適なドライブをずるために、荷物を積むときはじ(下のことを 
お守りください。 

♦荷物はでさるだけ荷台または荷室 I こ積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏らないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラに 
する 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

し U 下のよラなちのを積むと引火するおそれびあ0を険です。 

♦燃料び 入った容器 
•スプ レー宙 

■荷物を 積むときは（室内） 

♦し U 下の場所には荷物を積まないで < ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキ'アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

-運転席足元 

-助手席や1」ヤ席* (荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、柔員を傷つけるおそ 
れびあります。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物を 積むときは（室が） 

キャブと荷台の間にちのを置いたり、荷台とフレームの間に板などを挿し込ま 
ないでください。また、□ープやほろなどの先端びたれ下びらないよラにま意 
してください。 

エンジンや排気管の熱により乂巧につなびるおそれびあ D を険です。 

■巧 物の重量-荷重のかけちについて 
♦荷物を 積み過ぎない（過積載しない）でください。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の化 
下により思わめ事故につなび0、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒を時の運お 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたラえで適 
切に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦ LU 下のをのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-を却水^ 

-ウォッシャー；夜 
-燃料（ディーゼル. LPG 車） 

* LPG 車は必ず濃度巳0%でご使用ください。 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

• を用タイヤやタイヤチェーンを用意してください。 

タイヤは各輪とも指定サイズ（一 P . 232) で同一銘柄のもの 
を、タイヤチェーンはタイヤサイズに合ったちのを用意してく 
ださい。 

タイヤチェーンは後輪に取り付けてください。ダブルタイヤに 
取り付ける場合はダブルチェーンまたは卜 U プルチェーンを使 
用して < ださい。 

■ 運転ずる前に 

状況に応じてじ(下のことを行ってください。 

• ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントグ U ル部の外気取り入れ口に雪び積をっているときは、 
エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を取0除いて< 
ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• エンジンアンダーカバー内に氷び付いているとさは、走行前に取 
り除いて < ださい。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているときは、取 
り除いて < ださい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 

■駐車ずるとをは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な<なるおそれびあ0まず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーをオートマチック車は P 、 マニュアル車は下りあでは R 、 
上り坂では]速に入れて駐車し、輪止めをしてください。 


口知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムで覆ってあ0ます。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイノてーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法につしてはし:!下の指示に従ってください。 
♦ま全に作業でをる場所で行ラ 
♦後輪に取0付ける 

♦タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従ラ 
♦取り付け後0.已〜1 .0 km 走行したら締めなおしを行ラ 


1已 S 






2-5. 様々な状況での運転 


■ディーゼル車の燃料について 

軽ミ由はが気温び低温になると凍結し、燃料配管のつまりなどの故障の原因とな 
ります。 

寒;令地へ行<とさは、現地に着<までに燃料残量を半分(下にしておを、現地 
に着いたら寒;令地用燃料を補給して < ださい。 

♦使用限界温度の目安 ‘X 
」旧2号軽ミ由：一已で 
J 旧3号軽ミ由：一12で 
」信特3号軽ミ由：一1日で 

&環境や使用状況によ0異な0ます。 

■ LPG 車の燃料について 

• LPG まはか気温び低温になると燃料び十分に気化でをず、始動性び悪くなる 
可能性びあります。 

寒;令地へ行<とさは、現地へ着<までに残量を半分し i (下にしておを、現地に 
着いたらでさるだけ早 < 寒;令地用燃料を補給して < ださい。 

♦寒;令化での始動性を確なするために、低温でち気化しやすいプ□バン率（燃 
料のプロパン割合）のをい燃料を販売しています。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害を受け 
た0、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあ0ます。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

1;(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けた0、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h を超える速度で 
走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーフの 入 D □手前で十分減速して車のコントロールを失5のを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングフレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止め‘ X をしてください。 
輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

^輪止めび搭載されてない車両は、トヨタ販売店などでご購入ください。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A ミち意 


■タイヤ チェーンの使用について 

• トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品けがのタイヤチェーンの中には、使用すると車体にあたり、走行 
のさまたげとなるおそれびあるちのちあ0ます。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦ダブル タイヤにタイヤチェーンを取り付けるとをは、車両が側のタイヤのみに 
シングルチェーンを取り付けないでください。チェーンび車体側にあたり走行 
に悪影響をおよぼします。 

■フ □ントウインドウガラスに付いたかを除去ずるときは 

たたいて割らないで < ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 

-グ□ーブボックス... 
. シートバックトレイ 
•カップホルダー ....... 

•オープントレイ ....... 


3-5. その他の室内装備の使い方 


サンバイヴー . 214 

灰皿 . 21巳 

シガレットライター . 217 

フ□アマッ K . 218 

コートフック . 219 

移動式セ パレーターバー ..... 220 
セ パレーター カーテン . 222 


3-1 .エアコン-テフオツガーの 


使い方 

オートエアコン . 164 

マニュアルエアコン . 170 

IJ ヤクーラー . 176 

IJ ヤヒーター . 177 

アイドルアップスイッチ ...... 178 

S ラーヒーター . 179 

3-2. 才ーディオの使い方 

オーディオの種類 . 180 

ラジオの使いち . 183 

CD プレーヤーの使いち 
(CD プレーヤー も 

AM / FM ラジオ） . 188 

時計の使いち . 193 

快適に聞くために . 200 

アンテナ . 203 

3-3. 室内巧のつけ方 

室内灯一覧 . 204 

-フ□ントルームライト ........... 205 

-リヤルームライト…… . 206 

-室内壁光な . 207 


ま巧装備の巧い方 3 


8 0 12 3 
〇 _— _~ ~ ~ 
2 2 2 2 2 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

才ートエアコン* 


設定温度にあわせて風■を自動で調壁しまず。 


吹き出し□切0替え 内外気切0替え エアコン 

スイッチ スイッチ スイッチ 




夕 


こ 


V み •顾 A/c 

な OF_F AUTO LO - - HI 


温度調整 レバー 


フアン調整 レバー 


ITI31D001 


I 才ート設定を使うとき 

1ぉ翻 1 1 ファン調整レノ（一を AUTO の位置にずる 

風量び自動で調整されます。 

固画回設定温度を上げるときは温度調整レバーをちに、下げるときは左 
に操作ずる 

I む！]邸3 I を巧ず 

スイッチを巧ずたびにエアコン（を房、除湿機能）の ON • OFF び切〇替 
ね0まず。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 






































































f お好みの設定で使ラとさ 

■エアコン（冷房、除湿機能）の ON • OFF を切り替えるには 

を巧ず 

スイツチを巧すたびにエアコン（冷房、除湿機能）の ON • OFF び切0替わ0ます。 

■設定温度をかえるには 

温度調整レバーをち（暖）か左（冷）へ操作ずる 

■風量をかえるには 

フアン調整レバーをち（増）か左（減）へ操作ずる 

風量は4段階に調整でをます。 

送風を止めるときはレノ（一を OFF の位置にします。 

■吹き出し□を切り替えるには 

吹さ出し口切り替えスイッチを巧ず 
希望する吹き出し□のスイッチを巧してください。 

上半身に送風 


上半身と足元に送風 




室内装備の使いち 


<1=1 :一部車種のみ 
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3-1 .エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 



足元に送風 



足元に送風-ガラスの曇りを取る 


フ□ントガラスの曇りを取るには 



^を巧ず 


内外気切0替えスイツチを巧して 
^にします。 


I 口 II を押すと曇りを取るのと同時 
に足元にち送風でをます。 

を巧してエアコンを ON にする 

A/C 

と曇りび早 < 取れます。 
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■外気導入-内気循環を切り替えるには 

内気循環にずるには、スイッチを巧してにずる 

外気導入にずるには、スイッチを巧して^にずる 

I 風向きの調壁と吹き出し□の開閉 

►中央吹さ出し口 

風向さの調整 


► 左ち吹さ出し口 

□ 風向きの調整 
曰□欠さ出し□の開閉 




-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 


口知識_ ^ 

■才ート設定の作動について 

し i (下のよラな場合、オート設定のとをしばらく送風を停止する制御をする場合 
びあります。制御を解除したいとをは、お好みの設定で使用してください。 

• 吹を出し□切り替えスイッチび^でを季など寒いとを 

一 

• 吹を出し□切り替えスイッチび^ がで夏季など暑いとを 

一 


■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■ 夕1•気温度が0 ‘ C 1 U 下のとさ 

^ を押してちエアコン（を房、除湿機能）び作動しない場合びあります。 

■的:き出し□を^にしたとき 

み 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、温度調整レバーの位置によっては、足 
元に送られる風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、車室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込まれ 
て混ざり合5ことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 

■ PTC ヒーター* 

♦エンジン;令間時の暖房効果を高めます。フアン作動中は自動的に作動しま 
す。エンジンび温まると停止します。 

♦温度調整レバーを最大暖房し U 外に設定しているとをは作動しません。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
















1-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、吹 
を出し□切り替えスイッチのを押さないでください。が気とガラスの温 
度差でガラスのか側び曇り視界をさまたげる場合びあります。 


A 汪意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要し U 上にエアコンを使用しないでください。 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

マニュアルエアコン* 


吹さ出し□切0替えレバー 内外気切0替えレバー 



■空調の設定 

■エアコン（冷房、除湿機能）の ON • OFF を切り替えるには 
(エアコンスイッチ装着車） 

[ S ] を巧ず 

スイッチを巧すたびにエアコン（冷房、除湿機能）の ON • OFF び切0替わ0ます。 
スイッチび巧されていない場合は送風または暖房で使用でをまず。 

■温度をかえるには 

温度調整レバーをち（暖）か左（冷）へ操作ずる 

■風量をかえるには 

フアン調整レバーをち（増）か左（減）へ操作ずる 

風量は4段階に調整でをます。 

送風を止めるときはレノ（一を OFF の位置にします。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 












































吹き出し□を切り替えるには 

吹さ出し口切り替えレノ（一を操作してがさ出し口を遇ぶ 

上半身に送風 




-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 


づコ；一部車種のみ 




















3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 



足元に送風-ガラスの曇りを取る 


■ フ□ントガラスの曇りを取るには 



吹さ出し□切り替えレバーを 
の位置にして、内外気切り 
誓えレバーを^の位置にする 


吹き出し口切0誓えレバーを 

の位置にすると曇0を取るの 
と同時に足元にわ送風でをます。 


エアコンスイッチ装着車は、 I 。勺を 


押してエアコン（冷房、除湿）を日 N 
にすると曇りび早く取れます。 


■外気導入-内気循環を切り替えるには 

内気循環にするには、切り替えレバーをご琴> の位置にする 

外気導入にするには、切り替えレバーを^の位置にする 
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.1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


風向きの調壁と吹き出し□の開閉 

中央吹さ出し口 

風向さの調整 





n 風向きの調整 
曰□欠を出し□の開閉 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


白知識 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■ 夕1•気温度が0 ‘C1U 下のとを 

エアコンスイッチ装着車は g を押してもエアコンび作動しない場合びあり 
ます。 


■的:き出し□をにしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、温度調整レバーの位置によっては、足 
元に送られる風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、車室内がのさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込まれ 
て混ざり合ラことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

■ PTC ヒーター* 

参エンジン;令間時の暖房効果を高めます。フアン作動中は自動的に作動しま 
す。エンジンび温まると停止します。 

♦温度調整レバーを最大暖房しツ外で設定しているとをは作動しません。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 





1-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、吹 
を出し□切り替えレバーをの位置に合わせないでください。が気とガラ 
スの温度差でガラスの外側び曇 D 、視界をさまたげる場合びあります。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要し i (上にエアコンを使用しないでください。 


室内装備の使いち 


17已 







3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

I 1ヤ々ラ^—* 


フ□ントエアコンが OFF のときは、を房-除湿機能は作動せず送風 
のみとな0まず。 



OFF 

L 0 (微風） 
且—（弱風） 
□ HI (強風） 


日知識 — 

■バッテリー巧護のために 

5ラーヒーター#作動中に U ヤクーラーを HI (強風）の位置で使用すると、バッ 
テリー保護のため風量び自動的に弱くなります。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要し:に U ヤクーラーを使用しないでください。 


17已 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 






















3-1 .エアコン.テフォッガーの使いち 

U ヤト夕^™* 


n ON/OFF スイッチ 

-巧すごとにヒーターび作動.停止 
します。 

-フ□ントスイッチで作動-停止す 
ることちでさます。（一 P . 21) 

0温度調整 レバー 

COOL (ほ温 )、 WARM (高温）の 
間で調整します。 

且フアン 調整 レバー 
3段階で調整します。 

□ フアンスイッチ 

OFF の位置か日ちにまねすとヒー 
ターび作動し、風量を2段階に調 
整できます。 

0温度調整 レバー 

COOL (ほ温 )、 WARM (高温）の 
間で調整します。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中は、お要しツ上に U ヤヒーターを使用しないでください。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


►ルートバン3/6人乗り 



►ダブルキャブ 



室内装備の使いち 
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エンジンびをえているとき、アイドル回乾を上げ、暖房効果を高めます。 

ON/OFF 

エンジンスイッチを " ACC " に 
すると作動が停止します。 

ON のとをは、スイッチの作動表 
示灯が点打します。 


曰知識 
■作動条件 

♦停車中でエンジンがかかっているとさ 

♦シフトレバーが、才ートマチック車は P または N 、 マこュアル車は N の位置に 
あるとを 

■エンジンび暖まつているときは 

アイドルアップスイッチを日 N にしても、コンピューターがアイドルアップの 
必要がないと判断し、作動しない場合があります。 


3-1 .エアコン.テフォッガーの使いち 

アイドルアップスイッチ* 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 














































3-1 .エアコン.テフォッガーの使いち 

S ラーヒーター* 


ミラーび量ったときは、ミラーヒーターを作動させて量りを取ること 
びでさまず。 

ON/OFF 

ON のとをはスイッチの作動表示 
なび点なします。 


A 警告 

■5 ラーヒーターが 作動しているときは 

鏡面び熱くなるので面れないでください。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

曇りび取れたらあずスイッチを OFF にしてください。 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因となります。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 



室内装備の使いち 
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3-2 .才ーデイオの使い方 

オーデイオ*の種類 


► AM / FM ラジオ 



ITI32L005 


► AM ラジオ 



180 


* :グレードなどで異なる装備やオプション装備 






















































































































3-2. オーディオの使い方 


► CD プレーヤー& AM / FM ラジオ 



ITI32L008 


タイトル 

参照ページ 

ラジオの使い方 

P . 183 

CD プレーヤーの使い方 
に D プレーヤー &AM / FM ラジオ） 

P . 188 

時計の使いち 

P . 193 

快適に聞くために 

P . 200 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 


曰知識 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーディオのスピーカーから雑音び聞こえることびあります。 


A ま意 

■バッテリー あげりを防止ずるために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■才ー ディオの取り扱いについて 

オーディオに飲み物などをこぼさないよラにま意してください。 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

ラジオの使い方 


► AM / FM ラジオ 


電源 音量 



► AM ラジオ 

電源 音量 



ITI32D008 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 


► CD プレーヤー& AM / FM ラジオ 


電源 音量 



周波数の検索選局 AM / FM の切り替え (AM ^ FM 1 ^ FM 2) 
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3-2. オーディオの使い方 


f 放送局を記憶させる 

■手動設定 

► AM/FM ラジオ 

iiirnSS の"/ V’ （高い周波数）または" V" (ない周波数）を押し 
て、お巧みの放送局を探ず 

固画互 1 C つを押してチャンネル書き込みモードにずる 
表示部のに H」 び点滅します。 

固画回!^を押して記憶させたいチャンネルを選択ずる 
Ifeiidl 4 1 ^1 を巧ず 

► AM ラジオ 

iurn の" A" (高い周波数）または’’ V’’ （ない周波数）を巧し 
て、お巧みの放送局を探ず 

固 画 回記憶させたいじ〜を押し続ける 

► CD プレーヤー &AM / FM ラジオ 

Tn 1 C の" A" (高い周波数）または" V" (ほい周波数）を巧し 

て、お巧みの放送局を探ず 
固 画 H ] 記憶させたい [ 1 _f 〜厂6 I 対甲し続ける 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 


■ 自動設定 

► AM/FM ラジオ 

^を巧し続ける 

受信感度の良い周波数びほい順に日局まで記憶されます。 

► AM ラジオ 

WSP ◎を巧し続ける 

受信感度の良い周放数びほい順に已局まで記憶されまず。 

|交通情報を受信ずる 

► AM/FM ラジオ 

遲を巧ず 

ちう一度巧すと、解除されます。 

► AM ラジオ 

を巧ず 

ち)ラー度巧すと、解除されます。 

► CD プレーヤー &AM / FM ラジオ 

■"111 を巧す 

ち)ラー度巧すと、解除されます。 
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3-2. オーディオの使い方 


曰知識 


I 交通情報について 

♦新車時には、1日 20 kHz にセットしてあります。 

♦交通情報を受信しているが態で、なの場合は1己 20 kHz と1己 29 kHz を切り 
替えることびでをます。 

- AM / FM ラジオで 同同 を操作したとを 
- AM ラジオでを操作したとさ 


• CD プレーヤー &AM / FM ラジオで 


C 


を操作したとき 


■バッテリーとの接続び断たれたとさは 

AM ラジオは〜じ f ] 、 CD プレーヤー 


AM / FM ラジオは 
& AM / FM ラジオは 1_ pJm 
ます。 




に設定されていた放送局び消去され 


I 受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかわったり、障 
害物や電車、信号機などの影響によ0良好な受信状態をなつことび難しい場 
合びあります。 

♦なの場合、状況によっては自動選局や自動記憶びでさないことびあります。 


AM / FM ラジオで 


を使っているとを 


AM ラジオで 0 W 0 を使っているとを 


>ラジオ巧アンテナは運転席側にあります。アンテナは格納することびでをま 
す。 

ラジオ受信時はいっぱいまで引を出して使用してください。 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーディオの使い方 

CD プレーヤーの使い方 ( CD プ レーヤ ー& AM / FM ラジオ) 


電源 音量 




© を巧して CD を取り出ず 


I 巧を選ぶ 

の " A " (次曲）側、または" V "(前曲）側を巧して、聞さた 
い曲の番号を表示させる 
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3-2. オーディオの使い方 


I 早もどし•早送りずる 


d 

の"八"（早送り）側、または" V "(早もどし）側を巧し続ける 

■リピート （ RPT ) 再生ずる 

ド 

1 RPT 

^ ( RPT ) を押ず 

■ランダム （ RDM ) 再生ずる 

い 

1 RDM 

[( RDM ) を巧ず 

■スキャン （ SCN ) 再生ずる 

'l 3 

1 SCN 

(* ( SCN ) を押ず 

1表示を切りかえる 

1^ DISP 

J を巧ず 


押すごとに、：欠のよラに表示が切0かわ0ます。 
現在時刻^ トラック番号^再生時間 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 


白知識 

■表示について 

時刻表示しツ外を選択した場合、已砂な上操作しないまま放置すると時計表示に 
戻ります。ただし、スキャン再生中は現在の表示びな持されます。 

■ランダム再生-リピート再生-スキャン再生の解除 

もう一度 ( RDM), 旧 PT )、uJ (SCN) を押します。 

■再生巧能な CD 

なのマークの付いたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性•傷' 巧れ' 劣化により再生でをないことびあります。 

抽腰恒 

DIGITAL AUDIO 

コピープ□テクト機能付 CD などは使用できません。 

■ CD プレーヤー保護機宜目 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5飛び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷付を使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあ0ます。 
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3-2. オーディオの使い方 


A ま意 

■使用で をない CD • アダプター 

なのよラな CD ■ 8cmCD アダプター- DualDisc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障した D、CD の出し入れびでをなくなるおそれび 
あります。 

♦直径 1 2cm または 8cm の円お!;(外の CD 


♦化 品質または変おしている CD 


♦記録 部分び透明または半透明の CD 


♦セ □ノVンテープ-シール. CD-R 用ラベル 
などを貼った CD や、はびしたあとのある 
CD 



室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 


A 迂意 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

なのことをお守りいただかないと、 CD び聞けな<なったり、 CD プレーヤーび 
正常に働かな < なるおそれびあ0ます。 

• CD 挿入□に CD しツ外のちのを入れない 

• CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

• CD は直射日光を避けてな管する 

• CD プレーヤーを分解しない 

♦一度に 2枚し:!上の CD を挿入しない 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

時計の使い方 


► AM/FM ラジオ 


パフームマーク 



► AM ラジオ 


調整スイッチ 


0000000000000000000 

0000000000000000000 

0000000000000000000 

0000000000000000000 

0000000000000000000 

0000000000000000000 

0000000000000000000 

0000000000000000000 

0000000000000000000 

0000000000000000000 

0000000000000000000 


PUSH ON ぺ〇し 



由を由 


Q 祀 S 哪 。'が ◎ 

〕〔当を〕田 


時刻調重 

1 曰 

寺報スイッチ 

ITI 32 D 004 




室 

内 

装 

備 

の 

使 

い 

ち 
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3-2. オーディオの使い方 


► CD プレーヤー &AM / FM ラジオ 
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3-2. オーディオの使い方 


時刻を調壁ずるときは 


現在時刻の調藝 

AM / FM ラジオ 

を巧し続けて時刻調整モードにしてから、を巧して調 


整ずる 


を巧すと「時」、 


を巧すと「分」を調整でをます。 


を巧すと設定終了します。 


AM ラジオ 

◎を巧したまま、 ◎◎ を巧して調整ずる 

を巧すと「晚、 ( 2 ^ を巧すと「分」を調整でをます。 

CD プレーヤー &AM / FM ラジオ 


fm\ を巧し続けて時刻調整モードにしてから、 I 4 




巧して調整する 


を 


4 I を押すと「時 」、I 5 I を押すと「分」を調整できます。 


FM \を押すと設定終了します。 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 


■時報に合わせるには^ 

► AM/FM ラジオ 

言两]を巧し続けて時刻調整モードにしてから、^を押ず 
ミし刘を巧すと設定終了します。 

► AM ラジオ 
"閒囑 を巧ず 

► CD プレーヤー &AM / FM ラジオ 

f ™ \を巧し続けて時刻調整モードにしてから、^6^を巧ず 

)™ N を巧すと設定終了します。 

* 0-29 分は切 0 下げ、 30 〜巳日分は切 0 上げ日れます。 
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3-2. オーディオの使い方 


I "アラーム機能 （ AM ラジオを除く) 

■ アラーム時刻の設定をする 

► AM/FM ラジオ 

ぉ刪11 1 を巧し続ける 

アラームマークび 点滅し、 アラーム 時刻あねせ モー ドにな0ます。 

た删1 2 I 豈豈 を押して、設定時刻を設定する 

を巧すと「時」、にを押すと「分」を調整でをます。 

m 互設定び終わったら^を巧ず 

アラーム 時刻び設定され、 アラームび セツトされまず。 

► CD プレーヤー &AM / FM ラジオ 
IE ヨ麵 1 I 1 ミ を押す 

ilMTI } 瑞^を巧し続ける 

isaai 31 r 4一！ Fs 1を巧して、設定時刻を設定する 

r 41を巧すと「時」、 r 5を巧すと「分」を調整で定ます。 

固画囚 設定び終わったらパ M ^を巧ず 

アラーム 時刻び設定され、 アラームび セツトされます。 


室内装備の使いち 


197 





















































3-2. オーディオの使い方 


■ アラームをセツトするには 

► AM / FM ラジオ 

a を巧ず 
アラー ム マークが 点灯します。 

► CD プレーヤー &AM / FM ラジオ 

を巧し続ける 
アラームマークび点なします。 

■ アラームブザーを 止めるには 

オーディオのいずれかのスイッチを巧ず 
アラームブヴーは約3分間鳴0続けます。 

■アラームを解除ずるには 

► AM / FM ラジオ 

a を巧ず 
アラームマークびミ 肖な します。 

► CD プレーヤー &AM / FM ラジオ 
]* を巧し続ける 

アラームマークびミ 肖な します。 
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3-2. オーディオの使い方 


口知識 

■時間の表示について 

12時間表示ですので午前 ( AM ) と午後 ( FM ) を間違えないようにしてください。 

■アラームについて 

♦アラームマークび点なしていないとアラームのブヴーは鳴りません。 
♦アラームは一度セツトすると毎曰同時刻にフヴーび鳴ります。 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

快適に聞くために 


► AM / FM ラジオ 



□ ツマ三を手前にひいてから、 
左ちにまわす 

左側にまわすと助手席側、ち側に 
まわずと運転席側の スピーカーの 
音量び大を< な0まず。 

曰ダイヤルを左ちにまわず 

左側にまわずと低音び強調され、 
ち側にまわすと高音が強調されま 
す。 


► CD プレーヤー& AM / FM ラジオ 



る UP . 201) 


最適な音質と音量バランスで聞 
くために設定を変更することが 
でをます。 
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3-2. オーディオの使い方 


[設定を変更ずるには （ CD プレーヤー& AM / FM ラジオ） 

■調壁モードの切りかえ 

f 入 を押ずごとに、次のよラに切りかわりまず。 

巨 AS 一 TRE 一 FAD 一 BAL 

■音質•音量バランスの調壁 

を押して、音質•音量バランスのレベルを調整しまず。 



調整モード 

表示 

レベル 

V側 

A 側 

ほ音 

巨 AS 

—ご~ 己 


強 

高音 

TRE 

—ご~ 己 

前後音量 
バランス 

FAD 

R7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

左ち音量 
バランス 

BAL 

L7 〜 R7 

左側大 

ち側大 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 


白知識 

■前後音量バランスについてに D プレーヤー这 AM / FM ラジオ） 

2スピーカー車では、後側最大にすると音が出なくなります。 

■スピーカー出力の切り替えについてに D プレーヤー& AM / FM ラジオ） 

fe 、 と]_2, J を同時に押すごとに、スピーカー出力び;欠のように切り替 
ねります。 

前後 スピーカー (4CH) 一前 スピーカーのみ (2CH) 

初期設定は前後 スピーカー (4CH) となって おり、前 スピーカーのみ (2CH) 
のと をは前後音量バラ ンスの 調整びでをません。 


202 









3-2. オーディオの使い方 

アンテナ* 


ラジオ受信時は、いっぱいまで 
引き出して使巧してください。 


A ま意 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

し U 下のよラなとさはアンテナを格納してください。 
♦車庫の 天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カバ'一をかけるとを 
♦自動 洗車機にかけるとを 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


運歐洁側にありまず。 



室内装備の使いち 
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3-3. 室内なのつけ方 

ま巧巧一覽 


► フ□ント※ 



曰室内堂光灯（シングルキャブ）* (一 P . 207) 

^ィラストはシングルキャブで代表しています。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 



















3-3. 室内巧のつけ方 


フ□ントルームライト 


► U ヤ（ダブルキャブ、ルートバン）※ 



□ U ヤルームライト（一 P . 20己） 

&イラストはダブルキャブで代表しています。 


Iフ□ントルームライト 

□ ON (点な） 

□ OFF 

且 DOOR (ドア連動) 



室内装備の使いち 
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3-3. 室内巧のつけ方 


リヤルームライト 


I リヤルームライト（ダブルキャブ、ルートバン) 



□ ON (点な） 

□ OFF 

□ DOOR (ドア連動) 


白知識 

■フ□ントルームライトについて 

► シングルキャフ、ダブルキャフ 

DOOR の位置にしておくと、運転席ドアの開閉に連動して点な•消なします。 
(ワイヤレス U モコン装着まは助手席ドアの開閉にも連動します） 

►ルートバン 

DOOR の位置にしておくと、運転席ドア.助手席ドアの開閉に連動して点な' 
消灯します。 

■リヤルームライトについて 

►ダブルキャブ 

DOOR の位置にしておくと、運転席ドアの開閉に連動して点な•消なします。 
(ワイヤレス U モコン装着車は助手席ドアの開閉にち連動します） 

►ルートバン 

DOOR の位置にしておくと、スライドドア•バックドアの開閉に連動して点な- 
消灯します。 
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3-3. 室内巧のつけ方 


室内堂光'打 


t 室内堂光丹4 

□ ON (点な) 

□ OFF 


A 警告 

■堂 光なを交換ずるとさは 

スイッチを OFF にしてから行ってください。 

室内堂光な内の基板にふれると、感電など重大な傷害を受けるおそれびありを 
険です。 


ま意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジン停止時は長時間点なしないでください。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 



室内装備の使いち 


207 
















3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覽 


► フ□ント※ 



□ ドアポケット 
曰グ□ーブボックス 
曰カップホルダー 
Q 才ープントレイ 
且シートバックトレイ* 

&イラストはシングルキャブで代表しています。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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3-4. 収納装備の使い方 


► U ヤ（ダブルキャブ) 



曰カップホルダー* 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレーちを収納装備内に放置したままにしないでくださ 
し、。放置したままでいると、じ(下のよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高 < なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変形 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレーちのガスびちれるなどして火災につな 
びる 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


グ□ーブボックス 



A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに開いたグローブボックスに体びあたった D 、収納 
していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 
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3-4. 収納装備の使い方 


シートバックトレイ 


トバックトレイ* 


センターシートを前に倒ず 
(一 P ' 49) 



A 警告 


■走行 前、走行中の 警告 

走行前にセンターシートび固定されていることを確認してください。また、走 
行中に操作しないでください。 

急ブレーキ時などに体びあたったり、収納していたちのび飛び出したりして、思 
わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 


イ\ ま意 

■シー トバックトレイの損傷を防ぐために 

トレイの上に乗ったり、過度の負荷をかけないでください。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


►シングルキャブ 



►ダブルキャブ 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


Iカップホルダー 


► フ□ント 



カップホルダーを引さ出ず 


ボタンを巧してカツプホルダーを 
展開ずる 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙1；(がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない ときは 

カップホルダーを収納してください。 

急ブレーキ時などに開いたフタに体びあたったり、中のちのび飛び出したりし 
て、思わめけびをするおそれびありを険です。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 





















インストルメントパネルにあります。 



A 警告 
■走行 中の警告 

オープントレイには転びりやすいものや、高さのあるものを収納しないでくだ 
さい。 

急ブレーキ時などに、収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ D を険です。 


3-4. 収納装備の使いち 

カップホルダー、才ープントレイ 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 下ろす 

□ 下ろした状態でフックか日は 
ずし、横へまわす 
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3-5. その他の室内装備の使いち 

巧皿* 


► フ□ント中央 




► 1」ヤ中央 



引さ出ず 

取りはずすときは、プ□テクター 
を下へ巧したまま弓Iき出します。 


フタを引さ上げる 

取りはずすときは、フタを持って 
上に引を上げます。 


フタを手前に引いて開ける 
取りはずすときは、金具を押さえ 
て取りはずします。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


► U ヤドア 



フタを手前に引く 

取りはずすときは、金具を巧さえ 
て取0はずします。 


A 警告 

■使用 後について 

フタを必ず閉じてください。急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたった 
りして思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■出义 を防ぐために 

♦マッチ、 タバコなどの火は完全に消してから灰皿の中に入れ、確実に閉めてく 
ださい。 

♦灰皿の 中に紙くずなどの燃えやすいちのを入れないでください。 
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3-5. その他の室内装備の使いち 

シガレツトライター 


シガレツトライターを押し込む 
ちとの位置にちどったら使用でを 
ます。 


曰知識 
■使用を件 

エンジンスイッチび " ACC ’’または" ON ’’のとを 


A 警告 

■やけどを 防ぐために 

♦シガ レットライターの金属部分に触れないでください。 

♦シガ レットライターを押さえたままにしないでくだい。 

• トヨタ純正品(がの電気製品の電源ソケットを巧し込まないでください。 
ソケットび変おし、その後シガレットライターを使用したとさにシガレットラ 
イターび飛び出したり、押し込まれたまま出てこないおそれびあります。 



室内装備の使いち 


217 


































3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のものをお使いください。 


フ□アマットと各ペダルび干渉 
しないよラに敷いてください。 

詳しくはフ□アマット付属の取扱 
書をご確認ください。 



A 警告 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フ□アマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運 面席にフ□アマットを敷くときは 

• 卜3夕純正品であってち、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない 

♦運転席 専巧のフロアマットを使用する 

♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない 

♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転す る前に 

♦フロア マットび正しい位置に敷かれてい 
ることを定期的に確認し、とくに洗車後 
は必ず確認を行ラ 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P 
(オートマチック車）または N (マニュ 
アル車）の状態で、各ペダルを奥まで踏 
み込み、フ□アマットと干渉しないこと 
を確認する 
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3-5. その他の室内装備の使いち 

コートフック* 


天井にはコートフックびついていまず。 



A ま意 

■破損を 防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

を動式セパレーターバー* 



n 荷室前方取り付け位置 
曰荷室後方取り付け位置 


(取りはずし、取り付けのしかた 


■取りはずしち 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


















































3-5. その他の室内装備の使い方 



巧臓41 残りの巧動部についてち お顧1 1 I 〜 IfeJtdl 3 I の操作を行い、バー 
をはずず 

■取り付けち 

取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 

曰知識 

■セパレーター/ について 

通常はセパレーターバーを荷室前ち取り付け位置で使用して<ださい。また、取 
りはずしたまま走行しないでください。取りはずしたまま走行すると、違法改 
造になります。 

■車検について 

セバレーターバーを紛失すると車検を受けることびでをなくなります。 


A 警告 

■セ パレーターバーを 取り付けたあとは 

確実に固定されていることを確認して<ださい。固定が不十分だと、走行中に 
セパレーターバーがはずれ、思わ城事故につながるおそれがあり危険です。 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

セパレーターカーテン* 


巧室を仕切り、を暖房効果を高めまず。 

►フ□ント- U ヤ移動式 



ITI35D012 

► フ□ント固定式 

遷 

5^ 

ITI35D013 


セパレーターバー*の移動に合 
わせてカーテンを移動でさま 
ず。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 








お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 224 

内装の手入れ . 227 

タイヤについて . 229 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

チ J レトキャブ . 23巳 

エンジン点検口 . 239 

電球（バルブ）の交換 . 240 

ヒューズの点検、交換 ......... 2已7 

ワイヤレスリモコンの 

電池交換 . 266 

ウォッシャー液の補給 . 269 

エアコンフィルター . 270 

燃料-水分離器の排水 
(ディーゼル車） . 273 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、 LU 下の項目を実施してください。 

♦水を十分かけなびら車体、足まわり、下まわりの順番に上か日下へ 
巧れを洗い落とす 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔 b かいをので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面の巧れを落としてわ水び玉巧にな日ないとさは、車体の温度び;令 
えているとを（およそ体温じ(下を目安としてください）にワックスをかけます。 

なお、ボデーコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異な0まず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 
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4-1. お手入れのしかた 


口知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦給ミ由□または補給□びしっかり閉まっていることを確認してください。 
♦洗まする前に、5ラー、アンテナ*を格納してください。 

♦ブラシで車体に傷びつを、塗装を損なラことびあります。 

■高圧洗車機を使うときは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近づけすざないでください。また、車両の給油□または補給□びしっかり 
閉まっていることを確認してください。 

♦駆動系部品（デイファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール部 
品に近づけすざないで<ださい。 

近づけすざると、水圧び高いため、内部への水入りやグ U ス流出により、性 
能び劣化するおそれびあります。 

■バンパー 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 

■塗装の努化や車体の腐食を防ぐために 

♦なのよラな場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、巧粉、樹液、鳥の面ん、虫の死びいなどび付着したとを 
. ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをし儒巧を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとき 
♦塗装に傷びついた場合は、早めに補修してください。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を ずるとさは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。また、 LPG 車は LPG タンク周 
りの電磁弁に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより熱<なりますので、エンジン停止直後などに触れない 
でください。やけどをするおそれびあります。ディーゼル車は特に高温になり 
ますのでごミ主意ください。 


A ま意 

■塗装の 損傷をさけるために 

ベンジン、ガソ U ンなどの有機を剤は使用しないでください。 

■ライ トの清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷するおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあ D ます。 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、 L ソ下の要領で実施してください。 

車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた布でふ 
さ取る 


□知識 

■力一ぺットの洗ミき 

カーペットは常に乾いた状態をなつことをおすすめします。洗をには、市販の 
泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を巧くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけた D せず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ.ほつれ-傷などを定期的に点検してください。（一 P . 已己） 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびあり危険で 
す。 

♦ SRS エアバッグ*の構成部品やワイヤをめらさないでください。（一 P . 89) 
電気的不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや難出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフ□ントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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4-1. お手入れのしかた 


A ミち意 

■清掃ず るとき使用ずる溶剤について 

♦変色- シ5 -塗装はびれの原因になるため、ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶 
き IJ や酸またはアルカ U 性のを剤、染色剤、漂白剤などは使用しないでください。 

♦麗 出しワックスや麗出しク U -ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ' 溶解'変おの原因になるおそれびあり 
ます。 

■フ □アに水びかかると 

フロアを水で洗わないでください。 

オーディオ*やフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となった D 、ボデーび簡びるおそれびあります。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 





4-1 .お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務づけ5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検して < ださい。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□—テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を5,000 km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していた0、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）のち無 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図のよラにタイヤを□ーテーシヨンして<ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命を延ばすために、トヨタは定期点検ごと 
のタイヤ □ー テ—シ ヨンを 巧奨します。 

シングルタイヤ（前後タイヤサイズび同じ車種） 



シング j レタイヤ（前後タイヤサイズび異なる車種） 


スペアタイヤ1本仕様 


前側 

クけ I 


(ZZI 


スペアタイヤ 
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4-1. お手入れのしかた 


►ダブルタイヤ（前後タイヤサイズび同じ車種) 



► ダブルタイヤ（前後タイヤサイズび異なる車種) 
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4-1. お手入れのしかた 


曰知識 

■タイヤ空気圧の数値 



タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認してください。 


■タイヤ□ーテーシヨンをしたとさは 

約1,000 km 走行したあとに、再度ホイール取り付けナットおよびストップボ 
ルト （U ヤダブルタイヤ車）を締め付け、ゆるみびないことを確認してください。 

■タイヤ関連の部品を交換ずるとさ 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナット-ストップボルト （U ヤ 
ダブルタイヤ車）を交換するとをは、トヨタ販売店にご相談ください。 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

おずしツ下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場含死 t につながるおそれがあります。 

♦タイヤは 全て同ーメーカー、同一銘柄、同ートレツドパターンで、摩耗差のな 
いタイヤを使用してください。 

一力一指定サイズ政外のタイヤ和ホイールを使用しないで<ださい。 

♦ラジアルタイヤ、 バイアスベルテツドタイヤ、バイアスプライタイヤを混在使 
用しないで < ださい。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、冬巧タイヤを混在使巧しないで<ださ 
い。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■異常げ あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルをとられたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、しツ下の事態になり、思わめ事故に 
なるおそれびあります。 

♦破裂な どの修理でをない損傷をあたえる 
♦まび 横すべりする 

♦車の 本来の性能（燃費、車両のち向ま定性、制動距離など）び発揮されない 

■タイヤ 交換時のを意 

♦必ず ナツトのテーノ v° —部を内側にして取 
り付けてください。 

テーバー部をが側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 


♦ねじ 部にオイルやグ1」ースをめらない 
ボルトやナツトを締めるとさに必要し U 上に締め付けられ、ボルトび破損した 
り、ディスクホイールび損傷するおそれびあります。またボルトやナツトび緩 
みホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ 
1」ースびねじ部についている場合はふを取ってください。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 迂意 

■ 走行中に空気漏れが起こつた5 

走行を続けないで<ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるを意 

凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ、 
ホイール、ま体などの部品ち損傷するおそれびあ0ます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

チルトキャブ* 


キヤブをチルト操作してエンジンの点検などび巧えまず。 

■チルト操作のしかた 

固 画 田パーキングブレーキをかけ、ドアを閉める 

シフトレバーをマニュアル車は N、 才ートマチック車は P にしてくださ 


し、。 



レバーを引さ上げなび b 八ンド 
ルを持ち上げる 


ラツチを引いてキャブを持ち上 
げる 

グ U ップを持つて持ち上げてくだ 
さし、。 



キャブを固定ずる 

前方へ倒すと自動的に□ックされ 
まず。 

□ックされたらストッパーをはめ 
込みます。 


グレードなどで異なる装備やオプション装備 



23已 






















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■キャブのをどしち 



ITI42L013 




N ストッパーをはずす 

はずしたストッパーはステーの巧 
にはめ込みまず。 


キャブをちどす 

キャブを支えなびら□ックをはず 
し、キャブをちどします。 


八ンドルをちどす 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■チル ト操作ずるときは 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか最悪の場合死 t につなびるおそ 
れび友0ます。 

♦すべての ドアを閉め、おず平坦な場所で行5 
傾斜地では操作びしにくくなり、キャブび急に動いたりしてを険です。 

♦キヤ フをもどすとさは、体や手足などを 
挟まないよラ十分ま意する 


♦キャブ 内、および周囲に人びいないことを確認する 

♦ルーフ キャ U アなどの重量物装着車は2人で操作する 
1人では支えされなくなるおそれびあります。 

♦ルー フの上に荷物などびなしか唯認してから操作する 

♦キャ ブ内に飲料などびないか確認してから操作する 
電気部品などにかかると車両火災につなびるおそれびあります。 

♦走行 直後は操作しない 

レバーなどび熱<なっているためやけどをするおそれびあります。 

♦エンジン ルーム内に工具や巧などを置を忘れないよラま意する 
高温になるため車両火災につなびるおそれびあります。 

♦操作 後は確実に □ ックされたことを確認する 

♦チル ト操作後、走行する前にチルト□ック警告な (^P. 288) び消好してい 
ることを確認する 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ミち意 

■車両 や周囲のちのなどの損傷を防ぐために 

チルト操作するとをは、上方および前方の空間に十分なま巧びあることを確認 
してください。 

■車内の 損傷を防ぐために 

車内にものを置いたままチルト操作しないでください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エンジン点検 □* 




バンドをフックにかけて固定ず 
る 


A 警告 

■エンジン 点検□を開閉ずるときは 

♦指な どを挟まないよラにま意してください。 

♦点検 □を閉めたあとは、確実に□ックされていることを確認してから走行して 
ください。確実に□ックされていないと、走行中にシートび動を思わめ事故に 
つなびるおそれびあ〇を険です。 

■エンジン ルー ムを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびありを険です。 

* :グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


U 下に記載ずる電球は、ご自身で交換でさまず。詳細び不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にごホ目談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確かめてください。（一 P . 334) 

■フ□ントのバルブ位置 



■ リヤのパルプ位置 

►ルートバンを除く 



&イラストは荷台装着車で代表しています。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 





































4-2. 簡単な点検-部品交換 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


(電球交換のしかた 

■ヘッドライト（チルトキャブ車） 

m でキャブをチルト操作ずる（一 P . 23已) 



固歷互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


へッドライト（チルトキャブ車 m 夕り 



ボルト （1 個）をはずず 


グ U ル下部を弓いてはずず 

A 部を持ち、下側クリップ （2 佩を 
はずします。 


グ U ル上部を弓 I いてはずず 

B 部を持ち、上側クリップ （7 個）を 
はずします。 


ライト本体をはずず 

ボルト （3 個）をはずし、ライト本体 
を引さ出しまず。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



ゴムカバーをはずし、コネクター 
をはずず 


止め金をはずし、電球を取りはず 
す 


ぉ甜副71 取りがけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントフ オグ ライト= 



ネジ （1 本）をはずし、カバーを 
取りはずず 




お手入れのしかた 


24已 










































4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球をまわして固定する 


コネクターを取0付ける 

ソケットを軽くゆさぶってぐらつを 
びないことを確認し、いったんフォグ 
ランプを点灯させ、電球の取0付け部 
からランプの光びもれていないこと 
を目視確認してください。 


111[司カバーを取り付けるときは、固圆 HI と逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 車幅口 

固画のライト裏側に作業スペースびあることを確認ずる 

チルトキャブ車はキャブをチルト操作すると作業スペースび広くな0ます。 
チルト操作でをない車で作業スペースびない場合は、ライト本体をはずしま 
す。 （^P. 243 ) 



ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


お手入れのしかた 


る 

伸 

〇 

取 

で 

宜ハ 

判 

の 

逆 

と 

さ 

と 

た 



ず 

は 

取 

ん 

对 

と 

る 

1 ^ 

伸 

〇 

取 

I 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ント方向指示兼非常点滅な 

固画のライト本体をはずず（一 P . 243) 



111[互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


サイド方向指示兼非常点滅な 



梦 



電球を取りはずず 


im ] 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■後退'灯、尾な/制動な、リヤち向指示兼非常点滅な 

►ルートバンを除<’^ 



ネジ （4 個）をはずし、カバーを 
取0はずず 


手順 



^ィラストは助手席側で説明しています。 


電球を取りはずず 
□ 尾な/制動灯 
曰 U ヤ方向指示兼非常点滅灯 
且後退巧 


111互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


2已〇 
























4-2. 簡単な点検-部品交換 


►ルートバン’^ 







バックドアを開け、ネジに個）を 
はずしライト本体をはずず 


ソケットを取りはずず 
□ U ヤ方向指示兼非常点滅打 
□ 後退巧 
且尾な/制動打 


電球を取りはずず 


111[互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 


2已1 
































4-2. 簡単な点検-部品交換 


八イマウントストツプライト（ルートバン) 




手順 



ITI42L029 


クリップに個）をはずし、カバー 
を はずず 

ク I 」ップの中央部を巧し、ク U ップを 
引き抜をます。 


ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


固圆[互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


2已2 
































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 番号な 

►ルートバンを除< 



ネジ （2 個）をはずし、カバーを 
はずず 


電球を取りはずず 


H 互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 



吕已3 



















4-2. 簡単な点検-部品交換 


►ルートバン 



mm 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


2已4 


























4-2. 簡単な点検-部品交換 


□知識 — 

■ A イマウントストップライトのカバーのクリップを取り付けるときは 

D 先端を押して、ク1」ップの中むを出す 

0 ク U ップをセットしてから、ク U ップ頭 
部の中むを押す 


しツ下のよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

• レンズ内側に大粒の水ミ商びついている 
•ライト内に水びたまっている 

■へッドライト本体をはずずときは 

♦へッドライトの光軸調整用のネジをまねさないでください。へッドライトの 
光軸びずれるおそれびあります。 

♦電球を交換したあとは、トヨタ販売店でへッドライトの光軸の点検を受けて 
<ださい。 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品の破損びむ配なちは、トヨタ販売店にご巧 
談< ださい。 



■レンズ内の水滴と量り 



吕已已 







4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライトは 消なしてください。消な直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどをすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手で触れないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷つけた 
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取 D 付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、ちし<はヘッドライト内部への浸水による故障 
や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電して、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 


A ミち意 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 
■グリル やへッドライト本体をはずずときは 

部品の破損やボルトの紛失にごま意 < ださい。 

グ U ルやへッドライトび取り付けでをなくなるおそれびあります。 


2已6 







4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点検、交換 


ライトびつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ 
切れび考えられまず。ヒューズの点検を行ってください。 


HID ] エンジンスイッチを " LOCK " にずる 
111回ヒューズボックスを開ける 


■室内ヒューズボックス 



■室夕'!■ヒューズボックス 
►シングルキャブ 



ツメ （2 ヶ所）、□ック （2 ヶ 
所）をはずし、カバーをはずず 
































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■巧下ヒューズボックス 
►ルートバン（寒冷地仕様車を除 <) 




►ルートバン（寒を地仕様車) 



□ フタをはずす 

マツトをめ < D 、 ツマ5を引いてフタ 
を取りはずします。 


0ツメ （2 ヶ所)、□ック （2 ヶ 
所）をはずし、カノ（一をはずず 


□ ツマ S をまわず 
曰カノ（一をはずず 

取り付けるときは、カバー下部のツメ 
をはめ込んで、ツマ5をまわします。 


m 互故障の状況か日、点検ずべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 2已日）で確認ずる 
車の仕様によ0装着されていないヒューズちあ0ます。 


吕已8 















































































4-2. 簡単な点検-部品交換 



ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜< 


固画回ヒューズを引さ抜さ、ヒューズび切れていないか点検ずる 

n 正常 


□ 


且 


A 


W W 


n 


w w 


□ ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、規 
定容量のヒューズに交換します。 


ヒューズの配置と負荷 


室内ヒューズボックス 


ヒューズはずし 



n 岂 
SU 
□0 
SU 


ncu 
n"u 

nwu n 日 

__ I L <^」 

SU 

ns 


〔む 

n9u n^u 

n8u SU 

n7u n け u 

n6u _ _ 

n5u nuu 
n4u nwu 
n3u _ _ 
n 2 u nQ 
nHU 
n 1 u nuu 


2 已 9 







































































4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

P-ACC 

10 A 

ACC 予備電源 

2 

C に 

ISA 

シガーライター 

3 

DOOR 

30 A 

ドア□ック 

4 

IG 1 — N 0.2 

10 A 

メーター 

已 

WIP 

30 A 

ワイパー 

巨 

A/C 

10 A 

エアコン 

7 

HTR MIR 

20 A 

5ラーヒーター 

8 

TRN 

10 A 

方向指示な 

9 

ECU - IG 

10 A 

ECU 全般 

10 

0巨 D 

10 A 

0巨 D 

11 

ECU - B 《 

10 A 

ECU 全般 

12 

DOME 

10 A 

室内な 

13 

P - 目 ATT 

15 A 

常備予備電源 

14 

P - に1 

1 己 A 

に予備電源 

1已 

P - TAIL 

10 A 

ライティング予備電源 

16 

TAIL 

ISA 

テールライト 

17 

に N N 0.2 

10 A 

A/T ECU 

18 

H-LPLH 

ISA 

へッドライト左側 

19 

H-LPRH 

ISA 

へッドライトち側 

20 

HORN 

10 A 

ホーン 

21 

HAZ 

20 A 

非常点滅な 

22 

STOP 

10 A 

制動灯 

23 

ST 

10 A 

スッーター 

24 

IG 2 

10 A 

ECU 全般 

2巳 

A/C N 0.2 

10 A 

エアコン 

2巨 

SPARE 

- 

予備ヒューズ 

27 

SPARE 

- 

予備ヒューズ 

28 

SPARE 

- 

予備ヒューズ 

29 

SPARE 

- 

予備ヒューズ 


& LPG 車を除く 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■室がヒューズボックス-床下ヒューズボックス 
►ディーゼル車（ルートバンを除く） 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

FOG 

15 A 

フォグライト 

2 

F/HTR 

30 A 

フューエルヒーター 

3 

EFI 

10 A 

エンジンコントロールコンピューター 

4 

ALT - S 

10 A 

充電警告灯 

已 

AM 2 

10 A 

エンジンスイッチ 

巨 

A/F 

ISA 

ECU 全般 

7 

ECD 

2 己 A 

エンジンコント□-ルコンピューター、 

エンジン補機類 

8 

E-FAN 

30 A 

電動ファン 

曰 

EDU 

20 A 

EDU 



2白1 








































































































4-2. 簡単な点検-部品交換 


► X ィーゼル車（ルートノ（ン) 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

FOG 

1 己 A 

フォグライト 

2 

F/HTR 

30 A 

フューエルヒーター 

3 

EFI 

10 A 

エンジンコント□-ルコンピューター 

4 

ALT - S 

10 A 

充電警告好 

已 

AM 2 

10 A 

エンジンスイッチ 

色 

A/F 

ISA 

ECU 全般 

7 

ECD 

2 己 A 

エンジンコント□-ルコンピューター、 

エンジン補機類 

8 

E-FAN 

30 A 

電動ファン 

吕 

RR HTR 

20 A 

- 

10 

EDU 

20 A 

EDU 


262 




























































































4-2. 簡単な点検-部品交換 


► ガソ U ン車 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

FOG 

1 己 A 

フォグライト 

2 

EFI 

20 A 

ECU 全般 

3 

ALT - S 

10 A 

充電警告灯 

4 

AM 2 

10 A 

エンジンスイッチ 

已 

ETCS 

10 A 

エンジンコント□-ル 

巨 

IGN 

ISA 

エンジンコント□-ル 

7 

E-FAN 

30 A 

電動ファン 

8 

A/Fl 

1 己 A 

ECU 全般 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


^ LPG 車 



V_ ) 

ITI42L023 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

FOG 

1 己 A 

フォグライト 

2 

INJ.PMP 

30 A 

エンジンコント□-ル 

3 

EFI 

20 A 

ECU 全般 

4 

ALT - S 

10 A 

充電警告な 

已 

AM 2 

10 A 

エンジンスイッチ 

巨 

ETCS 

10 A 

エンジンコント□-ル 

7 

IGN 

ISA 

エンジンコント□-ル 

8 

E-FAN 

30 A 

電動ファン 

吕 

ST N 0.2 

10 A 

ECU 全般 

10 

VSV 

1 己 A 

エンジンコント□-ル 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

(一 P . 240) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

■バッテリーか5の回路に過剰な負荷がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守り <ださい。 

お守りいただかないと車の故障や乂巧、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量しツ外のヒューズまたはヒューズし U 外のちのを使用しないで < ださい。 
♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒューズ やヒューズボックスを改造しないでください。 



2白已 







4-2. 簡単な点検.部品交換 

ワイヤレスリモコン*の電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してくださし、。 


■用意ずるちの 

♦ルさいプラスドライバー 


• U チウム電池 CR 1616 (キーホルダー式 U モコン）、単3形乾電 
池2個（ベルト装着式リモコン） 


■ 電池交換のしかた 

►キーホルダー式 U モコン 


手順 


管 



カパーをはずず 

ルさいプラスドライバーで、ネジ 
(1 個）をはずし、カバーを取りは 
ずします。 



シールを めくる 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
































4-2. 簡単な点検-部品交換 



© 


消耗した電池を取0出ず 

新しい電ミせは+極を上にして取0 
付けます。 


1111互 シールを 貼り付け、 カバーを 取り付ける 




カパーをはずず 

ルさいプラスドライバーで、ネジ 
(2 個）をはずし、カバーを取りは 
ずします。 


電池を交換する 

ちい電ミせを取0出し、図の向きで 
新しい電池を挿入します。 


固画回カバーを取0付ける 



2白7 

































4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 

■電池が消耗していると 

し i (下のよラな状態び起こります。 

♦ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■ リチウム電池 CRISIS (キーホルダー式リモコン)、単3お乾電池（ベルト装着 
式リモコン）の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまに触らせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ま意 

■交換 後、正常に機能させるために 

1 U 下のことを必ずお守りください。 

♦濡れた 手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

•電池し U がの部品に、触れた0動かした0しない 
♦電極を 曲げない 


2巨8 









4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 



A 警告 

■ウ ォッシャーミ夜を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかっているとをは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 


A ま意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液の薄めち 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ゥォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 



2白9 


















4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフイルター 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に清掃してください。 

■が気フィルターの清掃 

固画 リグ U ルをはずず（一 P . 243) 


フィルターを清掃ずる 

やね5かいブラシなどで清掃しま 
す。 


■内気フィルターの清掃 

mo ] エンジンスイッチを " LOCK " にずる 




助手席足元のボルト （1 個）と 
ク U ップ （1 個）をはずず 

ク U ップは中央部を巧し、□ック 
を解除して引を抜をます。 



カノ（一をはずず 

ツメ周辺（巳ケ巧）を手前に引いて 
はずします。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




ウォッシャータンクをず日ず 
ボルト （3 個）をはずし、タンク 
を手前にず日します。 


フイルターをはずず 

水洗いするか、裏面か日ェアブ 
□一で清掃してください。 


1111 互取り付けるとさは、取りはずしたと去と逆の手順で取り付ける 


曰知識 


■エアコンフィルターの清掃について 

エアコンフィルターはし:!下の時期を目安に清掃してください。 

清掃；12ヶ月または10,000 km [5,000 km * ] ごと 
’ X 大都市や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少' したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを清掃してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ミち意 

■エアコンを 使用ずるときのま意 

フイルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。おずフィルターを装着してください。 

■内気 フィルターを取りはずずときは 

ウオッシャータンクをずらすとをに、ウオッシャー液をこぼさないよラにして 
<ださい。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

燃料•化分離器の排水（ディーゼル車) 


燃料•水分離器水位警告'灯（一 P . 288) び点幻したとさは、ずみや 
かに排水してください。 

■燃料•水分離器の位置 

► 荷台装着車 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 排水のしかた 

固画 D ] エンジンスイッチを " LOCK " にずる 
固画 回受け皿を置< 

軽ミ由び飛散しないよラ排水をの下に置をます。 



排水をを左にまわず 


ポンプを巧し排水ずる 

目安としてコップ半分く5いの水を 
排水します。 


固圓回排水び終わった日排水をを確実に締める 
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己- 1 .まず初めに 

巧障したときは . 276 

非常点滅な . 277 

発炎简 . 278 

けん引について . 280 

イベント データ 

レコーダー . 284 

5-2. 緊急時の対処法 

警告灯がついたときは . 286 

パンクしたときは . 290 

エンジンび 

かからないとさは . 311 

シフトレバーび 
シフトでさないとさは 

(オートマチック車） . 313 

キーを無くしたときは . 314 

バッテリーび 

あがったとさは . 31巳 

オーバーヒート 

したときは . 319 

スタックしたとをは . 323 

車両を緊急停止するには ..... 324 


27已 

















5-1 .まずな]めに 

巧障したとまは 


故障のときはずみやかに下記の指示に従ってくださし、。 





非常点滅灯を点滅させなび日、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 
UP . 277) 

非常点滅灯は、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知らせるため使用しまず。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示灯を置いて<ださ 
い。（法的にち義務付けられてい 
ます） 


緊急を要するとさは発炎筒で合 
図します。（一 P . 278) 


27已 





















5-1. まずネリめに 

非常点滅な 


事故や故障のときなどにお使いください。 



スイツチを押ずとすべての方向 
指示打び点滅し、をラー度巧ず 
と消灯しまず。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中に、非常点滅灯を長時間使用しないでください。 




































5-1. まず初めに 

発炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅灯と併用してお使いください。 



日力手席足元の発炎筒を取0出ず 



本体をまわしなびら抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む 



先端のフタを取り、ずり薬と発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る 


曰知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期限び切れる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
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5-1. まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒が使用でをない場所 

1；( 下の場所では、発炎筒を使用しないで <ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 
■ 発炎筒の取り扱いについて 

1;(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近づけたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 






5-1. まずネリめに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼ください。 
■けん引ずる前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考え日れるため、トヨタ販売店へご 
連絡 < ださい。 

• エンジンはかかるび、車び動かない 


• 異常な音びずる 

■けん引されるとをは 

車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進ち向でけん引してください。 


□ープの中央に白い巧を付ける 
巧の大をさ： 

0.3 m 平ち （30 cm X 30 cm ) 
じ(上 


I ち甜动 I 3 I けん引される車両のエンジンをかける 

エンジンびかからないとをは、エンジンスイッチを " ACC " または 
" ON " にして<ださい。 

固画回けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除する 

けん引中は、前の車の制動灯にミ主意し□ープをたるませないよラにして 
<ださい。 
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5-1. まず初めに 


I けん引フックの位置 


■ フ□ント 



■リャ * 

►ルートバンを除く 




* :グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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トラプルび起きたら 
























































i -1. まず初めに 


口知識 

■けん引フックの使用目の 

フ□ントけん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん引す 
るためのちのではあ0ません。 

1」ヤけん引フックは、自車より軽い車をけん弓 I するためのものです。 


A 警告 

■車両を 運搬ずるときは （4 WD 車） 

必ず全輪接地または、全輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださい。 

駆動装置び焼を付をを起こしたり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 
また、駆動系部品び故障したと思われるとさは必ず全輪を持ち上げて運搬して 
<ださい。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行5とをは細むのま意を払ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進や間違った車両操作は避 
けて < ださい。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくな0、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• けん引されるまは、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとフレーキの効をび悪くなつた DJV ンドルび通常よ 
り重くなります。 
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A ミち意 

■車両の 損傷を防ぐために 

けん引するとをはし U 下のことを必ずお守りください。 

♦ワイヤー ロープは使用しない 
♦逸實 30 km / h し U 下、距離80 km し U 内でけん引する 
♦前進ち 向でけん引する 
♦サスペンション 部などに□ープをかけない 
■長い 下り坂でけん引ずるときは 
レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 





5-1. まず初めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずるためのコンピュータを搭載して 
いまず。このコンピュータは、システムび正常に作動していることを 
診断ずるとともに、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを記 
録ずるイベントデータレコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


I 記録ずる データ 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
♦車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 

• オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
(オートマチック車） 

• エアバッグ作動に関ずる情報 

• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは、会話などの音声や映像は記録しません。 
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5-1. まず初めに 


I データの開示について 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を LU 下の場合を除を、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

♦裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦統計的な処理を行ラなどの使用ちや車び特定されないよラに加工し 
たデータを研究機関などに提供ずる場合 






己- 2. 緊急時の対処法 

警告巧がついたとまは 


警告灯び点灯または点滅したままの場合は、落ち着いてじ(下のように 
ご対処ください。点灯•点滅してち、その後消幻ずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現まが再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

じ[下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告 灯 

警告打名 • 警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー^) / バキューム警告な* 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとさわ点灯します。 
解除後、消灯すれば正常です。 

•バキュームタンク内の負圧低下 


※バーキングブレーキ未解除走行時警告ブヴー： 

バーキングブレーキをかけたまま、車速び巳 km/h を超えたとを、警告ブヴーび鳴 
0ます。 


I ただちに停車してください。 

じ[下の警告は、お車へのダメージや思わめを険を巧くおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
<ださい。 


警告 灯 

警告打名 • 警告内容 


口 


巧電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告む 

エンジンオイルの圧力異常 
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5-2. 緊急時の对処ま 


[ただちに点検を受けてください。 

LU 下の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


な 


エンジン警告巧 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットル*の異常 

. オートマチックトランス S ッション電子制御システム*の異常 
•排出ガス浄化装置の異常（ディーゼル車のみ） 


が 


SRS エアバッグ/プリテンショナー警告巧* 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付シートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS 警告巧* 

ABS の異常 


A/TOIL 

TEMP 


オートマチックトランスミッション油温警告な 

オートマチックトランスミッションフルードの異常 


T-BELT 


タイ5ングベルト交換警告な（ディーゼル車） 

タイ S ングベルトの交換時期 




油量警告な 

エンジンオイル量の異常 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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トラプルび起きたら 






































5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置してください。 

LU 下の警告はそれぞれの巧処方法に従って処置し、警告打び消なずるの 
を確認してください。 


警告灯 

警告打名 • 警告内容 

対処方法 

( 

這を 


排出ガス浄化装置警告な 
(ディーゼル車） 

排出ガス浄化装置に捕集したス 
スの燃焼処理が必要になった 

手動でススの燃焼処理を行ラ 
UP . 150) 


も 


チルト□ック警告な* 

キャブび確実に□ックされて 
いない 

キャブを確実にロックする 




燃料-水分離器水に警告な 
(ディーゼル車） 

分離器内の水が規定レベルを 
超えた 

排水する（一 P . 273) 


曲 


燃料残量警告な# 

燃料残量の低下 

給油する 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザ—’ X2) 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


































5-2. 緊急時の对処ま 


警告灯 

警告打名 • 警告内容 

対処方法 


ぶ 

PASSENGER 


助手席シートベルト 
非着用警告な* 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


排出ガス浄化装置警告なが点灯にかわった場合は、ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けてください。 （^P . 1已 0) 


運起席シー S ベル S 非着用警告ブザー： 

運転席シートベルトを非着用のまま車速び約20 km/h 政上になると警告ブヴー 
が30秒間断続的に鳴0ます。その後ち運転席シートベルトを非着用のままだと、 
ブヴーの音が変わ0 90秒間鳴0ます。 


曰知識 

■助手席シートベルト非着用警告な*の柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいなくても、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検巧して 
警告灯び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび乗員を検巧せず警告なび作動しないことび 
あ0ます。 


A ミち意 

■排出 ガスミき化装置警告なが点滅したとさは（ディーゼル車） 

一 P' 1已〇 

■燃料- 水分離器水位警告なについて（ディーゼル車） 

警告灯び点灯したとをはすみやかに対処してください。点灯したまま走行を続 
けると噴射ポンプやエンジンなどび損傷するおそれびあります。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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トラプルび起きたら 















5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 229を参照してください） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 

• オートマチック車はシフトレバーを P に入れ、エンジンを停止ず 
る 

♦マニュアル車はエンジンを停止してか日シフトレバーを R に乂 
れる 

• 非常点滅なを点滅させる 


■ 工具とジャッキ位置 
►シングルキャブ 
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5-2. 緊急時の对処ま 


►ダブルキャブ 
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トラプルび起きたら 
























































5-2. 緊急時の対処法 


■搭載工具（リヤシングルタイヤ車) 


► l . Ot 積車 ’1.2 已 t 未満積車(シングルキャブ）•キャンパー仕様車 



ジャッキ八ンドル ジャッキ八ンドルバー 





ジャッキ八ンドル延長用バー 


ITI52L027 


► l . Ot 政上積車(ダブルキャブ） • 1 .2 己 t 政上積車(シングルキャブ) 
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5-2. 緊急時の对処ま 


■搭載工具（リヤダブルタイヤ車) 

► フルジャスト □- 
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トラプルび起きたら 


























5-2. 緊急時の対処法 


■ ジャッキセット位置（ガソリン-ディーゼル車）^ 

►フ□ント側 
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5-2. 緊急時の对処ま 


■ ジャッキセット位置 （ LPG 車) 

►フ□ント側 






























5-2. 緊急時の対処法 


I ジャッキの取り出し方 

mmm 1 1 シングルキャブ車は助手席シ~卜を倒し、ダブルキャブ車は U ヤ 
シートを折0たたむ 

ルートバンはフ□ントシートのラしろにあ0ます。 
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5-2. 緊急時の对処ま 


1ジヤツキ八ンドルの組み付け方 






ボルトをゆるめる 

ジヤツキ八ンドルの巧を使用します。 


ジャッキ八ンドルバーとジャッキ 
八ンドル延長用ノ（一を接続ずる 


ボルトを締め付ける 

ジャッキ八ンドルの巧を使用します。 


上記手順で組み付けたあと、 
ジャッキ八ンドルの巧に挿し込む 
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トラプルび起きたら 
































5-2. 緊急時の対処法 


I スペアタイヤの取り出し方 


mm 格納具の巧に組み付けたジヤツキ八ンドルバーを挿し込む 
固画回八ンドルを左にまねしてスペアタイヤをおろず 



►ルートバン 



ITI52D004 



臣圆[司おろしたスペアタイヤからアンカープレートをはずす 
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5-2. 緊急時の对処ま 


スペアタイヤの格納のしかた 


■ 1段吊り格納車 

111でホイール巧に格納具のアンカープレートをはめる 
► U ヤシングルタイヤ車 




因祖司組み付けたジャツキ八ンドルバーを格納具の巧に挿し込む 



八ンドルをちにまねしてスペアタ 
イヤを卷さ上げる 

締め付けトルク： 

2已0 N ) 2巳 k 邑りじI上（参ち値） 
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トラプルび起きたら 





































5-2. 緊急時の対処法 


■2 段吊り格納車 




突起部 

ITI52D009 



フ□ント用タイヤの上にスペー 
サーをのせる 


スペーサーの突起部に U ヤ用タイ 
々の )'^ブ巧をぁゎせてのせる 


下側のフ□ント用タイヤのホイー 
ル巧に格納具のアンカープレート 
をはめる 


臣疆互組み付けたジャツキ八ンドルバーを格納具の巧に挿し込む 

HI 司八ンドルをちにまわしてスペアタイヤを巻き上げる 
締め付けトルク： 

吕巳0 N I 吕已 k 有りしッ上暖考値） 
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5-2. 緊急時の对処ま 



輪止め’ X をずる 


八ンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪前後 

ち側 

左側後輪前後 

後輪 

左側 

ち側前輪前後 

ち側 

左側前輪前後 


’ X 輪止めが搭載されていない場合は、トヨタ 
販売店で購入することがでをます。 

臣歷司シングルタイヤはナット、ダブルタイヤはナットおよびストップ 
ボルトをゆるめる 

ダブルタイヤの外側タイヤを交換するとをは、ストップボルトをゆるめるぶ、 
要はあ0ません。 

► U ヤシングルタイヤ車とジャスト□一のフ□ントタイヤ 

ナツトを左にまわしてゆるめます。 


上記 LU 外のタイヤ 


運転席側と目力手席側ではまわず方 
向び違いまず。 

運転席側：左まわし 
助手席側：ちまわし 






I パンクしたタイヤの交換 


手順 




















































5-2. 緊急時の対処法 


臣画回ジャッキセット位置にしっかりかける（一 P. 294) 
► スーパー シングルジャスト □一を 除く’X 




^イラストはシングルキャブ車で代表していまず。 

► LPG 車 
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5-2. 緊急時の对処ま 




タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる 

組み付けたジャッキ八ンドルバーを 
使用してジャツキを上げます。 


シングルタイヤはナット、ダブル 
タイヤはナットおよびストップボ 
ルトすべてを取りはずし、タイヤ 
を取りはずず 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷びつかないよラ 
意匠面を上にしてください。 


トラプルび起きたら 


3 

〇 

3 




































5-2. 緊急時の対処法 


(タイヤの取り付け 


ホイール接触面のミちれをふさ取る 
ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトがゆるみ、タイヤがはずれ 
るおそれびあ0ます。 


固祖互タイヤを取り付け、タイヤびびたつかない程度までシングルタイ 
ヤはナット、ダブルタイヤはナツトおよびストップボルトを板締 
めする 





ナットおよびストップボルトの 
テーパー部びホイールのシート部 
に軽<あたるまでまわず 

イラストはナットを締め付ける場合 
で代表しています。 

ナットおよびストツプボルトの締め 
付けち向にごを意ください。 

UP . 301) 

ナットおよびストツプボルトには、ち 
側用と左側用びあ0まず。 

UP . 307) 

車体を下げる 
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5-2. 緊急時の对処ま 


臣圆[司増し締めする 

取0はずしたとさと逆の手順でシングルタイヤはナット、ダブルタイヤは 
ナットおよびストップボルトを2、3度にわたりしっか〇締城付けます。 
UP . 301) 

ダブルタイヤの内側と外側を取りはずした場合は、まずストップボルトを締 
め付け、次にナットを締めます。 

締め付けトルク： 

►ジャスト□一政外 

前輪：フルジャスト □-/ ルートバン 3日已 N - m 13日已日 k 旨 f-cm ! 
上記 L が^ 13已 N • m 113已日 k 旨 f - cm ! 

後輪：シングルタイヤ 13已 N-m { 13已〇 kgf-cm ! 


ダブルタイヤ 


36已 N - m 136已〇 kgf-cm ) 


ジャスト □- 


前輪： 13 已 N • m ) 13 已 Ok 昼干 • cm ! 

後輪： 170 N • m ( 17 日 Ok 旨 f • cm 1 

固祖固すベての工具-ジャッキ*パンクしたタイヤを収納する 


トラプルび起きたら 


已 

〇 

3 






5-2. 緊急時の対処法 


曰知識 

■タイヤ交換したときは 

約1,000 km 走行したあとに、再度シングルタイヤはナット、ダブルタイヤは 
ナットおよびストップボルトを締め付け、ゆるみびないことを確認してください。 

■スペアタイヤについて 

♦前後1段吊り格納車は前輪用と後輪用び別々に格納されていますので間違え 
ないよラごま意ください。 

♦2 段吊り格納車は前輪用と後輪用び上下に分けて格納されていますので間違 
えないよラご注意ください。 

♦スペアタイヤび1本のみ搭載されている車両の5ち、前後輪のタイヤサイズ 
び異なって いる 車両では、後輪用のスペアタイヤび搭載されています。応急 
的に前輪に使用した場合は、慎重に運転しでさるだけ早く前輪用のタイヤに 
交換してください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P . 232) 
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5-2. 緊急時の对処ま 


ホイール取り付けナット、ストップボルトについて 

ホイール取り付けナット、ストップボルトには、ち側用と左側用びあります。 
► シングルタイヤ& 

n ホイール取り付けナット（左側用） 
0ホイール取り付けナット（ち側用） 



ダブルタイヤ 





□ 



□ 



n ホイール取り付けナット（左側用） 
0ホイール取り付けナット（ち側用） 
0ストップボルト（左側巧） 

Q ストップボルト（ち側用） 


** 車種によりイラストと異なる場合びあります。 
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トラプルび起きたら 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死こにつなびるおそれびあります。 

1；(下のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずしし U 外の目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

♦ジャッキ セット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 
♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
♦車内に 人を乗せたまままを持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にちのをのせない 
♦まを 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし:!上に上げない 
♦車の 下にちぐり込んで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないよラま意してくだ 
さい。 
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5-2. 緊急時の对処ま 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

けびを負ラを険を減らすため、しツ下のことを必ずお守りください。 

♦走行 直後、ディスクホイールやフレーキまわりなどにはふれない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわ D は高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦ホイールの 交換後は、すぐに適正な締め付けトルクでボルトやナツトを締める 
UP. 30己） 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のボルトおよびナツトを使 
用する 

♦ボルト やナツトのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 

♦ナツ トを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける 
(一 P. 233) 

上記のことをお守りいただかないとボルトやナツトびゆるみ、ホイールびはず 

れ落ち、死 t や重傷を負ラ事故につなびるおそれびあります。 

■スペアタイヤ について 

♦お客様の おま専巧になっているため、他のまには使用しないでください。 

♦格納 具からスペアタイヤを取りはずすとさは、足を挟んだりしないよラにま意 
してください。また、取り付けるときはしっかりと固定してください。走行中 
にはずれ落ちるなど思わめ事故につなびるおそれびあります。 

♦後輪 巧スペアタイヤを応急的に前輪に使用した場合は、慎重に運転し、できる 
だけ早く前輪用のタイヤに交換して<ださい。 

♦ 2 段吊り格納具はタイヤ1本だけで格納しないでください。走行中にはずれ落 
ち思わめ事故につなびるおそれびあります。 
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トラプルび起きたら 





5-2. 緊急時の対処法 



A ミち意 

■パンクした ままの走について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でも、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとをは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 122)に従っても、またステアリン 
グ□ックを解除（一 P .124) してちエンジンびかからないとさは、じ I 
下のことをご確認ください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかか 5 ない 

■I ■日 A 
场口 

►ガソ U ン-ディーゼル車 

じ(下の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずざている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P .122) に従って、エンジンをかけてく 
ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステム*に異常びある可能性びあり 
まず。（一 P . 86) 

^ LPG 車 

じ(下の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

補給して < ださい。 

♦ メインバルブ、 U ターンバルブび閉まっている可能性びあり 
ます。 

メインバルブ、 U ターンバルブを開けてか日、正しい手順 
(一 P .122) に従って、エンジンをかけてください。 

♦燃料過流防止弁び作動している可能性びありまず。（一 P . 124) 

■ スターターがゆっくりまわる/室内な•へッドライトび暗い/ 
ホーンの音びルさい、または鳴 5 ない場合 

じ(下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U -あがりの可能性びありまず。（一 P . 31 已） 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

* :グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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トラブルび起きたら 




5-2. 緊急時の対処法 


■ スターターが まわ！ 5 ない/室内 I 灯- へッ ドライトび点 I 灯しな 
い/ホーンが鳴らない場合 

政下の原因が考えられます。 

•バッテ U —のター三ナルがはずれている可能性があります。 
•バッテ U- あがりの可能性があります。 （^P. 31己） 

処置のしかたびわからないとを、あるいは処置をしてちエンジンびかからな 
いときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

シフトレパーびシフトでまないとまは（才ートマチック車) 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトでさない場合、 
シフト□ック（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故障び考え 
5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 

ただし一時的な処置として、じ(下の方法でシフトレバーをシフトずる 
ことびでさまず。 


legiiMi 11 ノ（ーキングブレーキをかける 
ぉ臓1 2 I ブレーキぺダ J レを踏む 


シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧している間はレバーを 
シフトでさます。 

















5-2. 緊急時の対処法 

キーを無くしたとまは 


キーナンパープ レー トに巧刻されたキーナンパーと残りのマス ター 
キー^か 5、 トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることび 
でさまず。（一 P . 30) 

※エンジンイモビライヴーシステム装着車のみ。 

なお、マスターキーをすべて紛失してしまった場合は、コンピューターの交換び 
必要とな0ます。（一 P. 31) 















己- 2. 緊急時の対処法 

パッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあびった場合、じ(下の手順でエンジンを始動ずることび 
でさまず。 

ブースターケーブルのセットと 12V のバッテ U —付さ救援車びあれ 
ば、じ(下の手順に従って、エンジンを始動させることびでをまず。 

Tn バッテ U —カノ（一装着車は、バッテ U —カノ（一をはずず 

同画 旧 バッテ U- の+端テのカバーをはずし、ブースターケーブル 
を次の順につなぐ 

□ ホ色のブースターケーブルを自車のバッテ U —の+端モに 
つなぐ 

且赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッ 
テ1」 一の +端テにつなぐ 

且黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端モ 
につなぐ 

□ 黒色のブースターケーブルのをラー方の端をパ' ッテ U — か 
日離れた、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部 
分）につなぐ 


► ガソ1」ン-ディーゼル車（ルートバンを除 <) 
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トラプルび起きたら 
































5-2. 緊急時の対処法 


►ルートバン 




固画互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる 

I お M 4 1救援車のエンジン回転を維持したまま、自車のエンジンをか 
ける 

固画回自車のエンジンび始動した日、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

エンジンびかかってち、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の对処ま 


曰知識 ^ 

■バッテリーあげり時の始動について 

を全のため押しびけによる始動はしないでください。 

また、オートマチック車は押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやエアコン*の電源を切って<だ 
さい。 

♦巧滞などで長時間止まっているとさは、不必要な電装品の電源を切って < だ 
さい。 

■バッテリーびあがつたときは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーの巧電について 

バッテ1」一の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でをなくなるおそれびあり 
ます。（バッテ1」一は走行中に自動で充電されます） 

■バッテリー2個搭載車について 

♦バッテ U- を交換するとをは、左ちペアで同ーメーカー、同一型式のバッテ 
U —を使用してください。 

♦長期駐車などで一端子をはずす場合は、必ず左ち両方の一端子をはずして< 
ださい。 

♦バッテ1」一びあびったとさに救援車とブースターケーブルで接続する場合 
は、どちらか一ちのバッテ U- に接続してください。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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トラプルび起きたら 






5-2. 緊急時の対処法 



A 警告 

■バッ テリーの弓 I 义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、火や乂巧び発生しないよ5し U 下のことをお守りください。 

♦ブースター ケーブルは正しい端テまたは接続箇所し:!がに誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは"+’’と"一"の端テを絶対に接触させない 
♦バッ テ U —付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、しツ下のことを 
必ずお守りください。 

♦バッ テ1」一を取り扱5とをはな護メガネを着用し、液（酸）び皮膚•巧服•車 
体に付着しないようにする 

♦必要し U 上、顔や頭などをバッテ U —に近づけない 

♦誤って バッテ U —液び身体に付着した0目に入った場合、ただちに大量の水で 
洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや布を患部にあてておく 
♦バッ テ U —の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取0扱い後は手を洗5 
• お子さまをノ（ッテ U —に近づけない 


A ま意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続した D、 取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
卷さ込まれないよラに十分ま意してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

オーパーヒートしたとをは 


才ーパーヒートしたときは： 

お 311111 車ををホな場所に止め、 ェアコン* を止める 
固画回床下か日蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

ェンジンを停止ずる。蒸気び出な<なった日、ミち意してキャ 
ブをチルト操作し、またはェンジン点検口を開け、ェンジ 
ンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま注意してキャブをチルト操作ずる、 
またはェンジン点、検□を開ける 

固画回ラジェーター;令却用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

水温計の針び下びってさてか日ェンジンを停止ずる 
フアンび作動していない場合： 

すぐにエンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡ずる 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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トラブルび起きたら 










5-2. 緊急時の対処法 


隔丽リ エンジンが十分に冷えてから、冷却水の量やラジエーターコ 
ア部（放熱部）の冷却水漏れを点検する 
► チルトキャブ車 
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5-2. 緊急時の对処ま 


固画回;令却水び不足している場合は、；令却水を補給ずる（一 P . 330) 

冷却水び無い場合は、応急措置として水を補給します。 


シングルキャブ 





キャップをはずず 


マットをめ<0、カバーを手前 
に引いてはずず 

キャップをはずします。 

カノ（一を取り付けると却ま、カバー 
下部のツメをはめ込み、カノ（一 上部 
のツメをはめ込みます。 


マットをめ<0、カバーを手前 
に引いてはずず 

キャップをはずします。 

カノ（一を取り付けるときは、カバー 
下部のツメをはめ込み、カノ（一 上部 
のツメをはめ込みます。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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トラプルび起きたら 












































5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■才ーバーヒートとは 

し i (下の状態びオーバーヒートです。 

♦水温計の針びレツドゾーンに入ったり、エンジン出力び化下する 
♦床下から蒸気び出る 



A 警告 

■ エンジン点検中の事故やけびを防ぐために 

♦床下から 蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでキャブをチルト操作し 
ない、またはエンジン点検□を開けないでください。エンジンルーム内び高温 
になっているため、やけどなどの重傷を負ラおそれびあります。 

♦エンジンび かかっているとをは、手や着巧をフアンやベルトから離してくださ 
い。 

♦エンジン 及び ラジエーターび 熱いラち はラジエーター キャップを開けないで 
<ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負ラおそれ 
びあ0ます。 


A ミち意 

■ を却水を入れるとをのま意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れび友0ます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空転したり埋まり&んで動けな 
<なったとをはじ TF の方法を試みて < ださい。 

固圆[でエンジンを停止ずる 

バーキングブレーキをかけシフトレバーをオートマチック車は P 、 マ 
ニュアル車は N にしてください。 

111互タイヤ前後の±や雪を取0除< 

固画回タイヤの下に木や石などをあてびラ 
固圆[互エンジンを再始動ずる 

固画回シフトレバーを才ートマチック車は D または R、 マニュアル 
車は1速または R に確実に入れ、注意しなび日アクセルを踏む 


A 警告 
■脱出ず るとさは 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車、ちのまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前方または後方に飛び出すおそれびあります 
ので、とくにま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


/ K ミち意 

■ トランスミッションやその他の部品への損傷をさけるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦上記の ち法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 


323 


トラプルび起きたら 















5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、 U 下の手順で車両を 
停止させてください。 

Tn ブレーキぺダ j レを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルを繰0返し踏まないでください。通常よ0強い力び必要 
とな0、制動距離ち長くな0ます。 

163111 'HI 21 シフトレバーを N に入れる 

► シフトレノ（一び N に入った場合 
固画回減速後、車を安全な道路脇に停める 
固画因エンジンを停止ずる 


►シフトレパーび N に入日ない場合 

Eiarsi ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる 



エンジンスイッチを " ACC " に 
して、エンジンを停止ずる 


固画回車を安全な道路協に停める 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るとさは 

♦ブ レーキの効きが悪くなり八ンドルが重くなるため、車のコント□-ルがしに 
くくなり危険です。エンジンを切る前に、十分に減速するようにしてください。 

♦キーを あくと八ンドルが□ックされるため、キーは飽対にあかないでくださし、。 
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車両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

六ンテナンス データ 
(指定燃料、 

オイル量など） . 32目 


32已 




已 -1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（指定燃料、オイル量など） 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
お車には、最ち適したトヨタ純正オイル•液類（じ(下、 r 指定銘柄」と 
いいまず）のご使用をおずずめしまず。指定銘柄む外を使用される場 
合は、指定銘柄にホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 


L 燃料 


エンジン 

指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

ガソ U ン 

無鉛レギュラーガソ U ン 

己〇※！ 

ディーゼル 

超ほ硫黄軽油 （ S 1 Oppm け下） 

LPG 

LP オートガス※2 

90※己 


' キャンパー仕様車は 80 L になります。 

2プ□バン率（燃料のプ□バン割合）を期： 7び始しツ下、夏期： 30〇/〇しツ下のオートガ 
スを補給してください。 

3保を基準によ0、タンク容量の8已％び最大充てん量とな0ます。 
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6-1 .仕様一 


I エンジンオイル 


■ガソリン- LPG 車 


指定銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] (参考値‘ XI ) 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタキヤッスルモーターオイル SN 日 W -2 日 

—API SNi RC/ILSAC GF -5. SAE OW -20 

トヨタキャッスルモーターオイル SN 已 W -2 日 
—API SN . RC/ILSAC GF -5. SAE 5 W -20 

トヨタキャッスルモーターオイル SN 已 W -3 日 

—API SN . RC/ILSAC GF -5. SAE 5 W -30 

トヨタキャッスルモーターオイル SN 1日 W -3 日 
—API SN . RC/ILSAC GF -5. SAE 1 OW -30 

ITR-FE 

1 TR-FPE 

己.0 

己.己 


エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖 
機後に停止し、已分！; Lb 経過してからレベルゲージで行って<ださい。 


2 0 W -20 は新車時に充慎されており、上の表に示す中では最も省燃費性に優れる才 
イルです。 


■ディーゼル車 


指定銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] (参考値’ XI ) 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタキヤツスルディーゼルオイル DL -1 ぷ2 

— JAS 日 DL -1 .SAE 0 W -30 

トヨタキヤツスルディーゼルオイル DL -1 

—JASO DL-liSAE 己 W -3 日 

1 KD-FTV 

目.8 

7.0 


エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖 
機後に停止し、己分！; Lb 経過してからレベルゲージで行って<ださい。 


2 0 W -30 は新車時に充慎されており、上の表に示す中では最も省燃費性に優れる才 
イルです。 


車両仕様 
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■指定エンジンオイル 

► ガソ U ン • LPG 車 

♦ A 円規格 SN/RC 、 SM/EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしま 
す。なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION 
(イルサックサーティフィケーシヨン）マークびついていまず。 



n API マーク 

□ ILSAC CERTI 円 CATION マーク 


►ディーゼル車 

• JASO 規格 DL-1 合格油をおずずめしまず。 


A 迂意 

■デ ィーゼル車のエンジンオイルの交換について 

♦エンジン オイルは必ず約20,000 km ごと（ただし12ヶ月をこえないこと）、 
オイルフィルターは必ず約20,000 km ごとに交換してください。 

定められた期間でエンジンオイル•オイルフィルターを交換しないと、排出ガ 
スミ争化装置やターボ装置などの故障につなびるおそれびあ0ます。 

♦エンジン オイルは必ず指定の規格に相当する品質のものをご使用ください。 
異なる品質のオイルを使用すると、排出ガスミき化装置の寿命短縮につなびりま 
す。 
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■エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、が気温に適した粘度のちのをご使用ください。 



《 0 W -20 は新車時に充慎されており、上図に示す中では最も省燃費性に優れるオイ 
ルです。 

►ディーゼル車 



-30 -20 -10 0 10 20 30 40 


か気温(で) 


ITIOIL09 

《 0 W -30 は新車時に充慎されており、上図に示ず中では最ち省燃費性に優れるオイ 
ルです。 


オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の OW は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 
W の前の数値びルさいほどを場や寒;令時のエンジン始動び容易にな 
りまず。 


• 0 W -20 の20は、オイル粘度の硬さをおしていまず。粘度の高いオイ 
ルは高速または重負荷走行に適していまず。 






























[フジ 1— 夕一 


指定銘柄 

エンジン 

トランス 

5ツシヨン 

U ヤ ヒーター 

容量 [ L ] 
(参考値） 

トヨタ純正 

スーパー□ングライフ 
クーフント 

凍結保証温度 
濃度 30% 一 12 て： 
濃度已 0% — 3 己て： 

1 TR-FE 

マこユアル 

あ 0 

1 日.目 

なし 

目. 8 

オートマチック 

なし 

目. 7 

1 KD-FTV 

マこユアル 

あ 0 

10.7 

なし 

11.己 

オートマチック 

あ 0 

10.6 

なし 

1 1.4 

トヨタ純正 

スーパー□ングライフ 
クーラント 

凍結な証温度 
濃度已 0% — 3 己で 

1 TR-FPE 

マこユアル 

なし 

9.8 

オートマチック 

なし 

目. 7 


I 才ートマチックトランスミッション* 


指定銘柄 

トランスミッション 

型式 

容量 [ L ] 
(参考値^ 

トヨタ純正オートフルード D - n 

A 442 E 

1 TR-FE 

11.0 

1 KD-FTV 

ITR-FPE 

A 442 F 

ITR-FPE 

トヨタ純正オートフルードタイプ T - IV 

A 340 E 

8.0 

A 34 OF 

A 4 已 DE 

目.目 


^容量は参考値です。交換び必要な隙はトヨタ販売店にご相談<ださい。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


































6-1 .仕様一 


[マニュアルトランスミッション* 


指定銘柄 

トランス5ツシヨン 

型式 

容量 [ L ] 
慘考値） 

トヨタ純正 MG ギヤオイルスペシャル n 
(API 白 L -3, SAE 75 W -90) 

G 己4 

2.2 

R 3 己 ] F 

R 3 己 2 F 

R 4 己1 

2.4 

R 4 己2 

R 3 己] 

2.6 


[デイファレンシャル 


指定銘柄 

デイファレンシャル型式 

容量 [ L ] 
(参考値） 

トヨタ純正八イポイド 

ギヤオイル SX 

(API 白 L - 己 ， SAE 8己 VV - 目 0) 

フロント* 

1.3 己 

U ヤ 

( LSD なし） 

臣 D 20 巨 

シングルタイヤ 

2.3 日 

ダブルタイヤ 

1.80 

巨 D 24 A 

3.20 

BD 26 A 

3.1 己 

巨 D 26 巨 

トヨタ純正八イポイド 

ギヤオイル LSD 

(API GL - 己 ， SAE 8己 W - 白 0) 

U ヤ 

(LSD あ 0) 

巨 D 20 巨 

シングルタイヤ 

2.3 日 

ダブルタイヤ 

1.80 

巨 D 24 A 

3.20 


[トランスファー* 


指定銘柄 

容量 [ L ] 慘考値） 

トヨタ純正 MG ギヤオイルスペシャル n 
(API 白 L -3, SAE 75 W -90) 

1.3 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


車両仕様 
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I パワーステアリング 


■パワーステアリングフルード 


指定銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 慘考値） 

トヨタ純正 

パワーステア1」ングフルード 

1 TR-FE 

0.7己 

1 KD-FTV 

日.目己 

1 TR-FPE 

日.7己 


I ブ レー キ 

■ ブレーキフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード2已〇 0 H 


■ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び（負圧なしの状態） 

1〜6 

踏み込んだとをの 
床板とのすさ間‘^ 

U ヤホイール 
パーキングブレーキ車 

1 TR-FE 

己8じ(上 

1 KD-FTV 

已8じ(上 

センターホイール 
パーキングブレーキ車 

1 TR-FE 

曰3し U 上 

1 KD-FTV 

已4じ(上 

1 TR-FPE 

日3な上 


タエンジン回転時に490 N (50 k 旨 f ) の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値。 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

引をしろ 

操作力250 N に己 kgf ) のときの 
ノッチ*数 

U ヤホイール 
パーキングブレーキ車 

4〜6 

センターホイール 
パーキングブレーキ車 

8〜1日 


タノツチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のことです。 
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6-1 .仕様一 


[クラッチ* 

■クラッチフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード2日日日 H 


■クラッチペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

己〜1己 

切れたとさの床板とのすを間‘ X 

2己し U 上 


^クラッチが切れた位置からクラッチペダルを床いっぱいまで踏み込んだ位置までの動 
を量。 



運転席ドアを開けたボデー側に貼られている「タイヤ空気圧」の表をご 
覧ください。表はタイヤが冷えているときの空気圧です。 UP . 232) 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


車両仕様 
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[電球（バルブ) 


電球 

W (ワット）数 


ヘッドライト ( H 4) 

60/55 


車幅な 

己 


フロントフォグライト* ( H 11) 

已已 


フ□ントち向指示兼非常点滅灯 

21 

車外 

サイドち向指示兼非常点滅な 

21 

U ヤち向指示兼非常点滅な 

21 


制動灯/尾灯 

21/5 


後退な 

21 


八イマウントストツプライト（ルートバン） 

21 


番号な 

己 


フ□ントルームライト 

10 

車内 

1」ヤルームライト* 

10 


室内堂光打* 

8 


[車両仕様 


車両型式 

エンジン 

駆動方式 

TRY 220 

1 TR-FE 

2 WD (後輪駆動） 

TRY 230 

KDY 221 

1 KD-FTV 

2 WD (後輪駆動） 

KDY 231 

KDY 241 V 

KDY 271 

4 WD (全輪駆動） 

KDY 281 

TRY 231 

1 TR-FPE 

2 WD (後輪駆動） 

TRY 281 

4 WD (全輪駆動） 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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さ < いん 


略語一覧 . 33巨 

五十音順さくいん . 337 

症状別さ < いん . 34已 


33已 






略語一覧 

アルフアベツト略語一覽 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチ□ックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

ECU 

エレクト U ックコント ロール ユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

0 /D 

オーバードライブ 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


IP アウタ-ミラ-調整 . 64 

アンチ□ックブレーキ 

システム （A 巨 S). 148 

アンテナ 

ラジオアンテナ..…………………203 
ワイヤレス U モコンアンテナ…34 

0イグこッシヨンスイッチ . 122 

移動式セパレーターバー . 220 

イベントデータ 

レコータ’一 (EDR). 284 

インナー S ラー . 63 

を ウインカー 

W 数 . 334 

スイッチ..…………………….... ..... 132 

電球の交換…….. ....................... 240 

ウインドウ 

ウォッシヤー ...] 4已 

パヮーウィンドウ ... 67 

ウインドウ□ックスイッチ . 67 

ウォーニングライト . 28日 

ウォッシヤー 

液の補給 . 26目 

スイッチ . ]4已 

タンク容量 . 333 

冬の前の準備-点検 . 157 

運転 

寒冷時の運転……… ..] 已7 

正しし 'i 姿勢.…………… ..................87 

手順 . 108 

運輯席シートベルト 
非着用警告灯 . 288 


巧 A 巨 S 警告I打 .2S7 


エァつン 

オートエアコン .................... ....164 

フィルターの清掃.……… ...... .…270 

マニュアルエアコン . ....170 

U ヤクーラー.. . ..17目 

U ヤヒーター.. .........177 

エァバッグ 

SRS IE アノてッグ.……………………8曰 

一般的な警告 . 93 

お子さまのためのを意 . 曰3 

改造-廃棄について . 曰已 

警告巧 . 287 

作動条件 . 曰0 

正しい姿勢 . 扫7 

配置.…. ... 89 

エンジン 

イグニッシヨンスイッチ ........ 122 

エンジン回乾計.......……. ...... ....137 

エンジンがかからない………… 3]] 
エンジン警告灯……………………287 
エンジンスイッチ.…… ....... ....122 

オーバーヒート . 319 

かけ方 . 122 

エンジンイモビライザー 

システム . 86 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検 .] 已7 

mm .............. …… .......................327 

エンジン回転計 . 137 

エンジン点検 □. 23日 
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五十音順さ < いん 


^才-ディォ Q ガソリンスタンドでの情報 ........ 349 


オーディオ . 

. 180 


カップホルダー . 

....212 

胃整..…………............. ............. 

.200 




時計..… .. 

. 193 

ち 

キー 


CD プレーヤー .. 

. 188 


イグーッションスイッチ… 

....122 

ラジオ.…. .. 

. 183 


キ ー .… ................................. 

.......30 

ラジオ用アンテナ.… ............. 

.203 


キーナンバー ... 

.......30 

オートエアコン . 

. 164 


キーレスエントリー 


オートマチックトランスミッション 


アンテナ . 

…….34 

オート7チック 



電池交換 . 

....266 

トランスミッション . 

. 127 


リモコン . 

…….32 

オートマチックトランス 



キーを無くした . 

....314 

=ッション油温警告口 ....... 

.287 


給ミ由 □. 

…….7已 

シフトレバーび 



緊急時の対処 


シフトでさない . 

.313 


エンジンびかからない ....... 

....311 

オーバーヒート . 

.319 


オーバーヒートした..……… 

....319 

オープナー 



キーの電池び切れた... ........ 

....266 

給油口 . 

....75 


キーを無くした . 

....314 

オープントレイ . 

.213 


藝告なびついた.……………… 

… .286 

お子さまの安全のために 



けん引……… ......................... 

… .280 

ウインドウ□ックスイッチ.. 

....67 


故障したとさ ...................... 

… .276 

エアバッグに関する警告...… 

....93 


シフトレバーび 


おモさまのシートベルト 



シフトでさない . 

....313 

誦 . 

….已9 


車両を緊急停止する . 

… .324 

キーの電池に関する警告 ...... 

.268 


スタックした . 

… .323 

子供専用シート . 

....96 


発炎筒 . 

… .278 

シートベルトに関する警告.. 

....60 


バッテリーびあびった ....... 

....315 

チャイルドシート . 

. 101 


パンクした . 

....290 

バッテ U —に関する警告...… 

.318 




パワーウインドウに 





関ずる警告.....…… .. 

....68 




オドメーター . 

. 137 
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五十音順さ < いん 


B 

空気圧 . 


333 


警告ブザー 



空調 




シートベルト非着用 ........ 

…289 


才ートエアコン ........... 


164 


ブレーキ...... ..................... 

…28巨 


フィルターの清掃.…… 


270 


ゲート . 

. 70 


マーユアルエアコン... 


170 


けん引 . 

....... 280 


U ヤクーラー .. 


176 





U ヤヒーター . 


177 

白 

交換 



区間距離計 . 


137 


タイヤ.. ............................. 

.290 


量り取り 




電球 . 

…240 


フ□ントガラス . 

166, 

172 


キーの電ミ也 . 

....... 2巨巨 


=ラーヒーター . 


179 


ヒューズ . 

....... 2已7 


グ□ーブボックス . 


210 



....... 290 






. 

後退灯 


巧 

計器 . 


137 


W 数 . 

…334 


警告打 




電球の交換 . 

....... 240 


アンチ□ックブレーキ 




子供専用シート . 

. 96 


システム...………… ..... 


287 


コートフック . 

....... 219 


SRS ェァバッグ . 


287 





エンジン . 


287 

因 

サイドウインドウガラス ...... 

. 69 


オートマチックトランス 



サンバイザー . 

....... 214 


=ッシヨン油温..…… 


287 





シートベルト非着用... 

288. 28曰 





巧電 . 


28巨 





タイ=ングベルト交換 


287 





チルト□ック . 


288 





燃料残量 . 


288 





燃料-水分離器水位... 


288 





排出ガス浄化装置 ....... 


288 





バキューム .. 


28巨 





プ U テンシヨナー ....... 


287 





ブレーキ.…………………. 


28巨 





油圧 .............................. 


28巨 





油量...………. ................. 


287 
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五十音順さ < いん 


H シ-卜 

モ供専用シート . 曰6 

正しい姿勢…….. . ...87 

チャイルドシート . 101 

手入れ.. ..................................... 227 

フ□ントシートの調整 . 48 

フ□ントシートの調整に 
関ずる警告……………. ............... 已〇 

へツ K レスト…………………. ........ 己巳 

U ヤシートの調整 . 己] 

U ヤシートの調整に関する 

警告 . 53 

シートノ K ツクトレイ . 211 

シートベルト 

おモさまの着用 . 已9 

緊急時シートベルト 
固定機構.…… ............ ................己9 

シートベルト非着用 
警告口.…….……… ...... ..288, 28曰 

シートベルト 

プ U テンシヨナー . .........己8 

チャイルドシート . 101 

清掃-手入れ . 227 

正しい着用 . 已6 

調整 . 57 

妊娠中のかたの着用 . 已9 

シガレツトライター . 217 

室内阿 

......................... ..… ...........334 

スイッチ. ... …204 

シフトレバー 


オート7チック 

トランスミッション………….127 
シフトレバーび 

シフトでさない..……………… 3] 3 
マニュアル 

トランスミッション . 130 


シフト□ックシステム . 313 

ジャッキ . 290 

ジャッキ八ンドル . 292 

車幅な 

W 数..………………………….………334 
電球の交換…………………………. 240 
ライトスイッチ..………… ...... ....142 

車両型式 . 334 

車両仕様 . 326 

車両データの記録 . 2已 

巧電警告灯 . 286 

収納装備 . 208 

助手席シートベルト 
非着巧警告口 . 288, 289 

巧 水温計 . 137 

スイッチ 

イグニッシヨンスイッチ ........ 122 

ウインドウ□ックスイッチ.……目7 
エンジンスイッチ..…… ...... ....122 

ドア□ックスイッチ.…………. ..... 3已 

排出ガス浄化装置…. ............ ....1 已〇 

八ヴードライトスイッチ ........ 277 

パワーウインドウスイッチ ....... 67 

非常点滅灯スイッチ . 277 

フォグライトスイッチ . 144 

ライトスイッチ . 142 

ワイパー&ウォツシヤー 
スイッチ……………. ............ ....14巳 

スタック 

スタックした.……… … ……….323 
ステアリングホイール 

調整.….......... ...... ..…….....………….62 

スピードメーター . 137 

スペアタイヤ 

空気圧 . 333 

収納場所 . 2曰8 
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五十音順さ < いん 


巧 



スペック . 

..32巨 

日 

チェーン . 

71,1已7 

スライドドア . 

…44 

チャイルドシート . 

....... 101 




駐車ブレーキ . 

....... 133 

清掃 



チルトキャブ 


外装 . 

..224 


チルト操作のしかた... ..... 

.......235 

シートべ J レト ........................ 

..227 


チルト□ック藝告な…….. 

.……288 

幡 . 

..227 


チルト□ック警告灯 . 

....... 288 

制動打 


己 



W 数 . 

..334 

ッール . 

....... 290 

電球の交換 . 

..240 

ツールボックス . 

. 74 

積算距離計 . 

.. 137 

B 



セパレーターカーテン . 

..222 

手入れ 


綿 . 

..224 

外装 . 

....... 224 

前照打 



シートベルト . 

.……227 

W 数 . 

..334 


内装 . 

....... 227 

スイッチ..………………………... 

.. 142 


テールランプ 


電球の交換 . 

..240 


W 数..………..…… ............... 

…….334 




スイッチ….. ...................... 

.......142 

速度計 . 

.. 137 


電球の交換 .. 

.......240 




電球 


タイ S ングベルト交換警告灯.. 

..287 


W 数……………………………. 

…….334 

タイヤ 



交換 . 

.240 

空気圧 . 

..333 

日 



交換 . 

..290 

ドア 


スペアタイヤ . 

..298 

ドアガラス . 

. 67 

チ：!: ー ン . 

.. 157 


ドア□ック . 

. 3 已 

点検 . 

..229 


ドアガラス . 

. 67 

パンクした . 

..290 


盗難 防止システム 


冬用タイヤ…….. .. 

.. 157 


エンジンイモビライヴ ー 


□ーテーシ ヨン..…… ............ 

..229 


システム... ..................... 

..........86 

タイヤチェーン . 

.. 1 已 7 


ドアポヶット . 

....... 208 

タコメーター . 

.. 137 


時計 . 

....... 193 




トリップメーター . 

....... 137 
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五十音順さ < いん 


荷物 

積むとさのミち意 .] 巳已 

ち燃料 

ガソ U ンスタンドでの情報.…34日 

給ミ由 . 75 

残量警告な…..……… .......... …….288 

種類 . 326 

燃料計 . 84.137 

補給 . 81 

容量 . 326 

燃料•水分離器 . 273 

燃料*水分離器水位警告灯 ......... 288 

巧 灰皿 . 21已 

排出ガス浄化装置 . 1已〇 

排出ガス浄化装置警告订 . 288 

パーキングブレーキ . 133 

バキューム警告灯 . 28日 

八ザードライトスイッチ . 277 

発炎筒 .27S 

バックアップライト 

W 数 . 334 

電球の交換 . 240 

バックドア . 37 

パッテリー 

バッテ U —があびった .3] 已 

冬の前の準備点検 . 157 


バルブ 

W 数 . 334 

交換 . 240 

パヮーウインドウ . 67 

パンク 

パンクした.............. ......290 

番号灯 

wiil .......................................... 334 

電球の交換…………………… ..... ..240 

八ンドル 

調整 . 巨2 

巧 非常庶廳スイッチ . 277 

ヒーター 

オートエアコン . 164 

マニュアルエアコン .......170 

S ラーヒーター . ....179 

U ヤヒーター.……… .........177 

尾打 

W 数..…… ......... 334 

スイッチ..……………........ ...... ....142 

電球の交換………..… ................. 240 

ヒューズ . 2已7 

表示巧 . 139 
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五十音順さ < いん 


回 フォグライト 

W 数 . 334 

スイッチ. .................................. 144 

電球の交換……………. …… ......... 240 

フック 

けん引フック………… ...............281 

冬用タイヤ . 1 已 7 

プリテンシヨナー警告订 . 287 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 133 

ブレーキ 警告な . 28色 

フ□ァマット . 218 

フ□ントシート 

調整 . 48 

フ□ントち向指示兼非常点減巧 
W^..................................... ....334 

電球の交換….……………………… 240 
ち向指示レバー ....................... 132 

フ□ントルームライト . 2□已 

H へッドライト 

W 数 . .. ...334 


巧 ホイール . 229 

方向指示灯 

W 数.…….…..…… .. …334 
スイッチ..…….………....... ...... ....132 

電球の交換………..… . ..240 

補給 □. 81 

ホーン . 136 

Ea マニュアルエアコン . 170 

囚ミラ- 

アウター S ラー . 64 

イン ナー S ラー . 63 

S ラーヒーター . 179 

巧 メ-夕- . 137 

メンテナンス 

メンテナンスデータ ................ 32目 

油圧警告灯 . 286 

油量警告打 . 287 


スイッチ . 142 

電球の交換 . 240 

へッ ドレスト 

調整 . 55 


343 


I 









































五十音順さ < いん 


g ライセンスプレ-トライト 

W 数 . 334 

電球の交換…….……………………240 

ライト 

W ^................................. ….….334 

室刚了…..……………………….……204 
電球の交換………………………… .240 

ノ、ヴード'ライト . 277 

非常点滅な…….……… ............ …277 

フォグライト . 144 

へッドライト . 142 

ち向指示灯 . 132 

ライトスイッチ . 142 

ラジオアンテナ . 203 

巧 リャク-ラ- . 176 

リヤシート 

調整........ .....................................51 

リヤヒーター . 177 

IJ ヤ方向指示兼非常点滅打 

W 数..….………………..…… . ..… ...334 
電球の交換………………………… .240 
レバー . 132 

リヤルームライト . 206 

可 ル-ムライト 

フ□ント . 20已 

U ヤ . 20巨 


Q | :令却水 

冬の前の準備-点検 .] 已7 

容量.….……..…………….………..…330 
;令却装置 


エンジンオーバーヒート ........319 

因ヮィパ- 


スイッチ...... ... ....14已 

ワイヤレスドア□ック 

アンテナ . 34 

電池交換 . 266 

リモコン . 32 

ワイヤレスリモコンアンテナ . 34 
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症状別さくいん 

巧が別を<いん 


タイヤびパンクした 



バンクしたとさは 


エンジンびかからない 


P .311 

エンジンびかからないとさは 

P . 86 

エンジンイモビライプーシステム 

P .315 

バッテリーびあびったとをは 


シフト レバーび 動かない 
(オートマチック車） 



シフトレバーびシフトでさないとさ 
は 


水温計の針び 
ホいゾーンに入った 


床下から 

蒸気び立ちのぼった 



オーノ（ーヒートしたとさは 


キーを 無< した 


八'ッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P .314 

キーを無くしたとさは 


P .315 

バッテ U —があびったとさは 


P .32 
P .3 巳 
P .37 

P . 44 

ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けな<なった / 

P .323 

スタックしたとさは 


警告打び点灯、点滅した \ 

P . 286 

警告打びついたとさは 


34已 















































症状別さくいん 


メーター 

►ガソ U ン-ディーゼル車 



^ LPG 車 
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症状別さ < いん 


■警告灯一覧 


(©) 

ブレーキ/バキューム 
警告な P. 286 

口 

充電警告な 

P. 28白 


油圧警告な 

P. 28白 

0 

エンジン警告灯 

P. 287 

?す 

SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告打 P. 287 

(©) 

ABS 警告灯 

P. 287 

A/TOIL 

TEMP 

オート7チックトランス5ッ 
シヨン油温警告な P. 287 

T-BELT 

タイ=ングベルト 
交換警告打 P. 287 



油量警告灯 

P. 2扫7 

巷 ミ， 

排出ガス浄化装置 
警告な P. 288 

も 

チルト□ック警告な 

P. 2扫8 

ぶ 

運転席シートベルト非着 
用警告灯 P. 288 

ぶ 

PASSENGER 

田]手席シートベルト非着 
用警告な P. 289 


燃料 • 水分離器水位 
警告な P. 吕8已 

曲 

燃料残量警告な 

P. 288 
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症状別さくいん 


警告音び鳴った 〉 

■警告灯の点な、点滅をご確認ください。（一 P. 286) 


■警告巧び点灯、点滅していないとさ、車外で警告音び鳴ったと 
さは、じ(下のことをご確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

走行中 

シフトレバーを R にしたとさ 

P . 12目、131 

ブレーキを踏んだとを 

P . 120 
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ガソリンスタンドでの情報（シングルキヤブ^ 1) 

~~給油や交換などの際に必要になる填目をまとめてあります。~~ 


P . 7已 



燃料の容量（参考値） 

60 L (キャンパー仕様車は 80 L ) 

燃料の種類 

►ガソ U ン車 

無鉛レギュラーガソリン P . 78, 32目 

►ディーゼル車 

超低硫黄輕油 （ S 1 Oppm しの3 P . 78, 326 

タイヤが;ちえていると 
さの空気圧 

運転席ドアを開けたボデー側に貼5れている「タイヤ空 
気圧」の表を参照してください。 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

►ガソ U ン車 

オイルのみ交換時：巳. 0 L 

オイルとフィルター交換時：已.已 L 

►ディーゼル車 

オイルのみ交換時：目. 8 L 

オイルとフィルター交換時： 7.0 L 

エンジンオイルの種類 

►ガソ U ン車 

卜3タキヤツスルモーターオイル 

■ SN 0 W -20 (API SN ， RC/ILSAC GF -5, SAE 0 W -20) 

■ SN 已 W -2 日 （API SN ， RC/ILSAC GF -5, SAE 己 W ぶ 0) 

■ SN 已 W -3 日 (API SN , RC/ILSAC GF -5, SAE 已 W -3 日） 

■ SN ] 日 W -3 日 (API SN , RC / I 1 _SAC GF -5, SAE 1 日 W -3 日） 
►ディーゼル車 

卜 3 タキヤツスルディーゼルオイル 
- DL -1 日 W -3 日 ( JAS 日 DL -1 ,SAE 0 W -30) 

- DL -1 已 W -3 日 ( JAS 日 DL -1 ，SAE 已 W -3 日） 


ぷ J ガソ U ン-ディーゼル車 

^2給油□は運転席側キャブ後ちにあ0ます。 
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ガソリンスタンドでの情報（ダブルキャブ) 

給油や交換などの際に必要になる填目をまとめてあります。 


エンジン点検日徹由□ぷ 


P . 239 P . 7已 



燃料の容量（参考値） 

巨0し 

燃料の種類 

►ガソ U ン車 

無鉛レギュラーガソリン P . 78, 326 

►ディーゼル車 

超低硫黄輕油 （ S 1 Oppm 私下） P . 78, 32目 

タイヤび冷えていると 
をの空気圧 

運転席ドアを開けたボデー側に貼5れている「タイヤ空 
気圧」の表を参照してください。 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

►ガソ U ン車 

オイルのみ交換時：已 .OL 

オイルとフィルター交換時：已.已 L 

►ディーゼル車 

オイルのみ交換時：目. 8 L 

オイルとフィルター交換時： 7.0 L 

エンジンオイルの種類 

►ガソ U ン車 

卜3タキヤツスルモーターオイル 

■ SN 0 W -20 (API SN , RC / I 1 _SAC GF -5, SAE OW -20) 

■ SN 已 W -2 日 (API SN , RC / I 1 _SAC GF -5, SAE 已 W -3 日） 

■ SN 已 W -3 日 (API SN . RC/ILSAC GF -5, SAE 已 W -3 日） 

■ SN ] 日 W -3 日 (API SN , RC/ILSAC GF -5, SAE 1 日 W -3 日） 
►ディーゼル車 

卜 3 タキヤツスルディーゼルオイル 
- DL -1 日 W -3 日 (JAS 日 DL -1 ,SAE 0 W -30) 

- DL -1 已 W -30( JAS 0 DL - l , SAE 5 W -30) 


^給油□は運転席側キャブ後ちにあります。 


3已〇 



























































ガソリンスタンドでの情報（ルートバン） 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


エンジン点検 □ ■ 給油 □ ^ 


P . 239 P . 7已 



燃料の容量（参考値） 

60 L 

燃料の種類 

超低硫黄輕油 （ S 1 Oppm しの^) P . 78, 326 

タイヤび冷えていると 
をの空気圧 

運転席ドアを開けたボデー側に貼5れている「タイヤ空 
気圧」の表を参照してください。 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時：目. 8 L 
オイルとフィルター交換時： 7.0 L 

エンジンオイルの種類 

卜3タキヤツスルディーゼルオイル 
- DL -1 0 W -30( JAS 0 DL -1 .SAE 0 W -30) 

- DL -1 已 W -30(」 AS 日 DL -1 .SAE 已 W -30) 


&給油口は運転席側 U ヤタイヤ前ちにあ0ます。 


3已1 



















































ガソリンスタンドでの情報 （ LPG 車） 

燃料補給や交換などの際に必要になる填目をまとめてあります。 


補給 □ 


P . 81 



燃料タンクの容量 
(参考値） 

90 L X 1 

燃料の種類 

LP 才ートガス※2 P .84,3 吕已 

タイヤび冷えていると 
さの空気圧 

運転席ドアを開けたボデー側に貼5れている「タイヤ空 
気圧」の表を参照してください。 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時：已 .0 L 
オイルとフィルター交換時：已.已 L 

エンジンオイルの種類 

卜3タキヤツスルモーターオイル 

- SN 0 W -20 (API SN . RC/ILSAC GF -5, SAE 0 W -20) 

• SN 已 W -2 日 (API SN . RC/ILSAC GF -5, SAE 已 W -3 日） 

■ SN 已 W -3 日 (API SN , RC / I 1 _SAC GF -5, SAE 已 W -3 日） 

■ SN ] 日 W -3 日 (API SN , RC / I 1 SAC GF -5, SAE 1 日 W -3 日） 


^ T 保安基準によ0、タンク容量の8日 G / o が最大充てん量とな0ます。 

^2プ□パン率（燃料のプ□パン割含）冬期： 7日％！; TF 、 夏期： 30%1；|下のオー 
トガスを補給してください。 


3已2 























































お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 
全国共通 • フ U — コール 

固 0800-700-7700 

オープン持間3目5曰9;日日〜18;日日 

所在地〒化日-8711名ち屋市中巧区ち駅 4 T 目7蚕1号 

「個人情報な護方針」については、 
http: / Am . toyota.co.jp にて掲載しておりまず。 


1-3 巧自動軍が巧会社 

http://toyota.Jp 
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